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第１章 調査の概要 
 

１－１ プロジェクトの背景 

東ティモール民主共和国（以下、「東ティモール」と記す）においては、農業が主要な産業で

あり、国内総生産（GDP）に占める割合は 8.6％1であるが、人口の 26.9％2が従事している。石油・

天然ガスへの依存度が極度に高いため、農業を基盤とした産業の育成を進めていくことが重要な

課題である。 

こうしたなか、東ティモール政府は、2030 年までの国づくりの基本となる「戦略的開発計画

（Strategic Development Plan 2011-2030、2011 年）」を策定し、農業セクターを重点開発分野の 1

つと位置づけている。同計画では、開発目標として営農技術の向上や食料生産の向上、主食であ

るコメ自給率の向上等を掲げ、2020 年までにコメの自給自足を目標としている。一方、2021 年の

コメ自給率は約 30％3であり、国内のコメ消費量の約 70％を輸入米が占めている現状がある。加

えて、安価な輸入米の流入が年々増加すると同時に、コメの作付面積及び収穫面積は 2008 年

（46,000ha）をピークに減少傾向にあり、食料自給率向上に向けたコメの生産増加が急務となっ

ている。 

食料自給率の向上をめざすうえで課題となるのが、①投入資材（優良種子、肥料等）や栽培技

術の不足、②灌漑施設の不適切管理による不安定な取水状況、③国産米市場販売流通網の未整備、

④政府による買い取り制度の未熟さ、である。かかる状況がコメの生産性低下/低迷、農民のコメ

生産意欲の低下、国産米の適切な流通の停滞の原因となり、連鎖的に国産米の供給を阻害する状

況が生みだされている。東ティモールの食料自給率改善のためには、コメの生産・加工・流通・

販売のプロセスが一貫して機能することによって、コメ生産を通じた適切な収入を実現し、農家

のコメ生産に対するインセンティブを向上させていくことが必要である。 

上記にかんがみ、JICA は、同国の農業全般を担う農業水産省（Ministry of Agriculture and 

Fisheries：MAF）4と当時国産米の買い取り制度を実施していた商工環境省（Ministry of Commerce, 

Industry and Environment：MCIE）5と協力して、東ティモール国全土を対象に（主な活動地域はマ

リアナ灌漑地域、ブルト灌漑地域）「国産米の生産強化による農家世帯所得向上プロジェクト」（以

下、「本プロジェクト」と記す）を実施中である。本プロジェクトでは、①選定地域コメ生産農家

の営農技術の改善、②灌漑施設維持管理能力の強化、③民間セクターによる国産米流通・販売モ

デルの構築、④政府による国産米買い取り/配付システムの改善、⑤プロジェクトから得られた教

訓の共有、⑥関係者による国産米振興政策立案に必要なオプションの準備という 6 つの要素に取

り組み、コメのバリューチェーン（生産、加工、流通、配付、販売及び消費）の改善を通して、

 
1 World Bank. https://data.worldbank.org/country/timor-leste?view=chart 
2 General Directorate of Statistics, Ministry of Finance; Secretariat of State for Vocational Training and Employment（2023）Timor-Leste 

Labour Force Survey 2021 - Final Report. 
3 東ティモール人口（https://data.worldbank.org/indicator/SP.POP.TOTL?locations=TL）及び東ティモール米収穫量 
（https://www.fao.org/faostat/en/#data/QCL）から計算 

4 2023 年 5 月 21 日に国会議員選挙が行われ、2023 年 6 月 21 日に新政権が発足した。同年 7 月 3 日に MAF 新大臣が登庁し、

それに合わせて MAF から MALFF（農業・畜産・水産・森林省：Ministry for Agriculture, Livestock, Fisheries and Forestry）に

公式名称が変更された。 
5 MCIE は、詳細計画調査当時に国産米の買い取り制度を実施していた。現在、国産米の買い取りは国家流通センター（National 

Logistic Center：NLC）が実施している。NLC は、中間レビュー時点では観光商工省（Ministry of Tourism, Commerce and 
Industry：MTCI）の管轄下にあったが、プロジェクト延長決定時点には経済調整省（Coordinating Ministry of Economic Affairs：
CMEA）の管轄下にあり、2023 年政権交代後の現在は経済調整大臣（Coordinating Ministry of Economic Affairs：CMEA）の

管轄下にある。 
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コメ生産による対象地域の農家世帯所得の向上を図り、もって農家世帯の生計向上に寄与するこ

とを目標としている。 

2023 年 12 月のプロジェクト終了を控え、プロジェクト活動の実績、成果、実施プロセス（促

進要因・阻害要因）を評価、確認するとともに、プロジェクト終了までの期間、及び終了後のプ

ロジェクト活動の自立発展性確保に対する提言並びに今後の類似事業の実施にあたっての教訓を

導くため、終了時評価を実施することにした。 

 

１－２ プロジェクト概要 

討議議事録（Record of Discussions：R/D）に記載のプロジェクト概要は、プロジェクトの日常

管理とモニタリングのために PDM（Project Design Matrix）の様式にまとめられている。今回の終

了時評価では、プロジェクト概要として、最新の PDM バージョン 4（2022 年 12 月 6 日付）を参

照した（付属資料 1）。 

 

表－１ プロジェクト概要 

プロジェクト名 国産米の生産強化による農家世帯所得向上プロジェクト 

協力期間 2016 年 9 月 12 日～2023 年 12 月 11 日（7 年 3 カ月間） 

総事業費 詳細計画策定調査後：10 億円 

相手国側実施機

関 

MAF（政権交代後の 2023 年 7 月より MALFF）、CMEA、プロジェクト対象

地域の地方政府 

プロジェクト 

対象地域 

成果 1：ブルト及びマリアナⅠ灌漑スキームとその周辺地域 

成果 2：ブルト及びマリアナⅠ灌漑スキーム 

成果 3：ブルト及びマリアナⅠ灌漑スキームとその周辺地域及びディリ 

成果 4：ブルト及びマリアナⅠ灌漑スキームとその周辺地域及びディリとマ

リアナのコメ保管倉庫 

成果 5：ブルト及びマリアナⅠ灌漑スキーム以外の地域 

成果 6：全国 

裨益者 直接受益者：関係各省・自治体の職員、バウカウ県、マナツト県、ボボナロ

県及び他県の対象農家、対象となるコメ小売業者 

最終受益者：バウカウ県、マナツト県、ボボナロ県及びその他対象地域の全

農家、コメ流通・販売に関連する民間セクター、消費者 

協力の枠組み 詳細計画策定調査後 

【スーパーゴール】6 

東ティモール農家の生計がコメ生産による収入の向上により改善する。 

【上位目標】 

コメ生産向上による収入増加を通して、プロジェクト対象地域の農家世帯の

生計が向上する。 

【プロジェクト目標】 

 
6 2017 年 11 月（プロジェクト開始から 1 年 3 カ月後）に PDM Ver.1 で設定され、本件に係る R/D 改訂ミニッツが 2018 年 2 月

22 日付で結ばれた。 



 

－3－ 

コメのバリューチェーン（生産、製造・加工、流通、販売・消費）改善を通

じ、プロジェクト対象地域の選定農家世帯のコメ生産による農業所得が向上

する。 

【成果】 

成果 1：プロジェクト対象地域において、コメ増産に向けた栽培技術が向上

する。成果 2：灌漑施設の維持管理能力が強化される。 

成果 3：コメのブランド化を通じ、国産米流通・販売モデルが構築される。 

成果 4：政府のコメ買い取り/配付システムが改善される。 

成果 5：農業省主導で、東ティモールの他自治体（例えば南）の関係者にプ

ロジェクト活動が共有される。 

現時点の枠組み（最新の PDM） 

【スーパーゴール】 

東ティモール農家の生計がコメ生産による収入の向上により改善する。 

【上位目標】 

ブルト灌漑地域とマリアナⅠ灌漑地域の改善されたコメバリューチェーン

が、東ティモール政府主導で維持される。 

【プロジェクト目標】 

プロジェクト地域におけるコメ生産による農家世帯の収入が、コメバリュー

チェーン（生産、収穫、ポストハーベスト、加工、流通、販売・消費）の改

善によって増加する。 

【成果】 

成果 1：コメ栽培システムが改善する。 

成果 2：灌漑施設の維持管理システムが強化される。 

成果 3：国産米流通・販売システムが強化される。 

成果 4：政府のコメ買い取り/配付システムが改善される。 

成果 5：農業水産省主導で、プロジェクトから得られた教訓が他県の関係者

に共有される。 

成果 6： 国産米振興政策立案に必要なオプションが関係者により準備され

共有される。 

 

１－３ 合同終了時評価の目的 

JICA の終了時評価は、終了時の目標達成見込み、プロジェクトの効率性、今後の持続性の見通

し等の観点から協力の実施状況を総合的に評価し、残りの実施期間の取り組みを相手国政府側と

確認し、プロジェクト終了に向けて行うべき事項を取りまとめることが趣旨である。その点に留

意し、以下の手順に沿って調査を実施する。 

（1）PDM 及び PO（付属資料 1 及び付属資料 2）に基づき、プロジェクトの進捗や実績、プロ

ジェクト実施プロセスを確認するとともに、目標及び成果の達成状況と見通し、その貢献・

阻害要因を分析する。 

（2）評価 6 項目（妥当性、整合性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点から、プロ

ジェクトの終了時評価時点の状況を整理する。 
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（3）プロジェクトの残り期間に実施されるべき取り組み、プロジェクト終了後の上位目標達成

へ向けた提言について議論して合意形成を図る。 

（4）本プロジェクトを通じて得られた学び、課題等を他プロジェクトへの教訓として取りまと

める。 

 

１－４ 合同評価団の構成 

終了時評価は、日本側調査団が東ティモール側のカウンターパート（Counterpart Personnel：C/P）

及び主要関係者と協議しつつ実施された。新政権の発足後、2023 年 7 月から 9 月にかけて MALFF

の組織再編と職員の異動があったため、MALFF は合同評価のための外部評価者を任命すること

ができなかったものの、この終了時評価報告書は、東ティモール側の協議及び参加のもと作成さ

れた。 

（1）東ティモール側 

担当分野 氏 名 所 属 等 

評価 - MALFF 

 

（2）日本側 

担当分野 氏 名 所 属 等 現地調査期間 

団長/総括 仲田 俊一 JICA 国際協力専門員 2023 年 9 月 10 日～ 

2023 年 9 月 21 日 

協力計画 永井 絵理 JICA 経済開発部 

農業・農村第一グループ 

オンライン参加 

評価計画 1 早川 裕太 JICA 東ティモール事務所職員 2023 年 9 月 4 日～ 

2023 年 9 月 20 日 

評価計画 2 Mr. Armando Amaral 

da Cruz 

JICA 東ティモール事務所 

シニア・プログラム・オフィサー 

2023 年 9 月 3 日～

2023 年 9 月 21 日 

評価分析 奥田 浩之 合同会社 適材適所 2023 年 9 月 3 日～ 

2023 年 9 月 21 日 

 

１－５ 評価調査スケジュール 

終了時評価は、2023 年 9 月 3 日から 2023 年 9 月 21 日の現地調査日程で実施された。日本側調

査団員が現地入り（評価分析団員は 9 月 3 日、団長/総括は 9 月 10 日）し、調査を実施、東ティ

モール側と協議しつつ評価結果を合同終了時評価報告書にまとめた。同報告書は 9 月 20 日の合同

調整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC）に提出し、承認を得る。 

 

表－２ 合同評価のスケジュール 

日・曜 行 程 宿 泊 

9/3 日 7:30 調査団員（評価分析）現地着 ディリ 

9/4 月 9:00- 9:45 JICA ティモール事務所打合せ 
ディリ   10:00-12:00 プロジェクト専門家チーム打合せ 

  14:00-14:30 AI-Com（Agricultural Innovations for Communities for 
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日・曜 行 程 宿 泊 

Intensified and Sustainable Farming Systems in Timor-Leste） 
インタビュー 

  14:45-15:30 
16:00-17:00 

FAO インタビュー 
WFP インタビュー 

9/5 火 9:00-11:00 NLC エグゼクティブ・ダイレクター面談、ディリ倉庫視

察 

ディリ 
  11:20-12:00 NLC 運営評議会プレジデント面談、ティバール倉庫視察 
  14:00-14:30 

16:00-17:00 
MALFF 表敬 
Loja（ファーマーズ・マーケット店舗）アドミニストレー

ター面談 

9/6 水 9:30-10:00 マナツト県農業局長インタビュー 

バウカウ県 
  10:30-11:00 ブルト灌漑スキーム視察（頭首工） 
  14:00-15:30 

16:00-17:00 
バウカウ県農業局長インタビュー 
ACELDA 社インタビュー 

9/7 木 8:00-8:30 ベマセ郡長インタビュー 

マナツト県 
  10:00-12:00 ブルト灌漑スキーム水利組合（Water Users Association：

WUA）インタビュー 
  13:30-14:30 

15:00-16:00 
マナツト県農業局普及員インタビュー 
ブルト灌漑スキーム農家インタビュー 

9/8 金 8:00-9:00 ブルト灌漑スキーム視察（展示圃場、幹線水路・支線水路） 
ディリ   9:00-10:00 

14:00-15:30 
ラレイア郡長インタビュー 
プロジェクト専門家チーム打合せ 

9/9 土 資料作成 ディリ 

9/10 日 7:30 調査団員（団長）現地着 ディリ 

9/11 月 9:00-10:00 プロジェクト専門家チーム打合せ 
ボボナロ県 

  15:00-17:00 ボボナロ県農業局長インタビュー 

9/12 火 8:30-9:30 マリアナ米委員会（Maliana Rice Commission：MRC）イン

タビュー 

ボボナロ県 
  9:30-10:30 ボボナロ県庁訪問 
  11:00-12:00 CAAKUB インタビュー 
  14:00-15:30 

16:00-17:00 
マリアナⅠ灌漑スキーム WUA 及びゲート・キーパー面談

ボボナロ県農業局普及員インタビュー 

9/13 水 8:15-10:30 マリアナⅠ灌漑スキーム視察 
ディリ   10:00-11:00 

11:30-12:00 
マリアナⅠ灌漑スキーム農家インタビュー 
NLC マリアナ倉庫管理者インタビュー 

9/14 木 11:00- IRCP 2（マナツト県灌漑稲作プロジェクト・フェーズ 2）
サイト視察（ラクロ灌漑スキーム） 

ディリ 
  11:50- ブルト灌漑スキーム視察 
  14:10- マナツト県農業局長インタビュー 

9/15 金 9:00-10:00 MALFF 農業総局長（プロジェクト・ダイレクター）イン

タビュー 
ディリ   10:15-10:30 MALFF 農業園芸普及局長インタビュー 

  11:30-12:00 
16:00-17:00 

MALFF 灌漑水利用管理局長インタビュー 
協同組合庁長官インタビュー 

9/16 土 資料作成 ディリ 
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日・曜 行 程 宿 泊 

9/17 日 資料作成 ディリ 

9/18 月 8:30-9:00 MALFF 大臣面談 

ディリ 
  14:00-14:30 MTI 大臣面談 
  14:30-15:00 

15:30-16:30 
MALFF 農業通商局長インタビュー 
NLC エグゼクティブ・ダイレクター面談 

9/19 火 9:00-11:00 MALFF 農業総局長（プロジェクト・ダイレクター）協議 

ディリ 
  11:00-11:30 MALFF 灌漑水利用管理局長面談 
  14:30-15:00 

16:00-16:30 
MALFF 協力・組織開発総局長面談 
プロジェクト・サブマネジャー（成果 6）面談 

9/20 水 10:00-12:00 JCC（合同調整委員会） 
ディリ   14:30 

16:00 
JICA 東ティモール事務所報告 
在東ティモール日本国大使館報告 

9/21 木 8:30 評価団員現地発 - 

 

１－６ 評価の方法 

終了時評価は、OECD-DAC（経済協力開発機構-開発援助委員会）の「開発援助評価の基本原則

（1991）」を踏まえた「JICA 事業評価ハンドブック（ver2.0、2021 年 3 月）」に準拠して実施され、

次の評価 6 基準（妥当性、整合性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点を、評価の視

点として適用した。 

 

表－３ 評価の視点 

妥当性 介入の目的及びデザインが、受益者のニーズ、政策、優先順位に対応し、状況の

変化に応じて対応し続ける度合い。 

整合性 パートナー/開発協力機関、当該国、セクター、組織における当該介入と他介入と

の適合性。 

有効性 介入の目的と結果の達成または達成見込みの度合い。諸集団の異なる帰結を含む。 

効率性 経済的かつタイムリーな方法で結果を生むまたは生むような介入実施の度合い。 

インパクト 介入により生じたまたは生じると予期される、重要な正または負の、意図された

または意図されない、高次の効果の度合い。 

持続性 介入の純便益が継続するまたは継続する可能性の度合い。 

合同評価の主な手順は次のとおり。 

（1） 既存の報告書等の資料から収集した情報を基に質問票を作成し、現地調査前に C/P に配付

する。 

（2）プロジェクト関係者（実施機関、直接・間接受益者、開発協力機関、利害関係者など）と

のインタビュー・面談を実施し、記入された質問票を回収し、プロジェクト対象地域を訪問

して、プロジェクトの成果を分析・評価する。 

（3）合同評価団として評価報告書を作成し、関係者と内容について協議・合意する。 

（4）評価報告書をプロジェクトの JCC に提出し、その内容について JCC で協議・承認を得る。 
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１－７ 現地調査の主要面談者 

調査団は、現地において以下の面談者とインタビュー・協議を実施した。 

 

表－４ 面談者リスト 

東ティモール側 

1. MALFF（農業・畜産・水産・森林省） 

1-1 Mr. Marcos da Cruz MALFF 大臣 

1-2 Ms. Ervina Soares Pinto 協力・組織開発総局長 

1-3 Mr. Martinho Laurentino Soares 農業総局長（プロジェクト・ダイレクター） 

1-4 Mr. Januario Marcal de Araujo 農業普及局長 

1-5 Mr. Jacinto Vicente Filipe Gama 灌漑水利用管理局長 

1-6 Mr. Carlos Antunes Amaral 農業通商局長 

1-7 Mr. Francises F. Gama 農業普及局スタッフ 

1-8 Mr. Pedro Vital Borges 灌漑水利用管理局チーフ 

1-9 Mr. Vicente H. Guterres 灌漑水利用管理局シニア技術スタッフ 

1-10 Mr. Denis Quintao 灌漑水利用管理局シニア技術スタッフ 

1-11 Mr. Arcanjo dos Reis 農業通商局スタッフ 

1-12 Mr. Miguel Amaral 農業通商局スタッフ 

1-13 Mr. Gil Rangel Da Cruz プロジェクト・サブマネジャー（成果 6） 

2. CMEA（経済調整大臣）NLC（国家流通センター） 

2-1 Mr. Gervasio Cardoso de Jesus da Silva 運営評議会プレジデント 

2-2 Mr. Jacinto Paijo エグゼクティブ・ダイレクター 

2-3 Mr. Vasco Cabecas de Araujo スタッフ・チーフ 

2-4 Mr. Tarcicio Lopes マリアナ倉庫（NLC 前マネジャー） 

2-5 Mr. Manuel dos Santos マリアナ倉庫（NLC スタッフ） 

3. 県・郡 

3-1 Mr. Thomas Francisco Piedade 

Ximenes 

マナツト県農業局長 

3-2 Mr. Antonio de Sousa Correia マナツト県農業局普及員 

3-3 Mr. Cosme Ximenes マナツト県ラレイア郡長 

3-4 Mr. Moises Lobato Pereira バウカウ県農業局長 

3-5 Mr. Martinho Ximenes バウカウ県農業局灌漑職員 

3-6 Mr. Americo S. da Costa バウカウ県農業局普及員 

3-7 Mr. Pedro da Costa Freitas バウカウ県ベマセ郡長 

3-8 Mr. Fernando Freitas バウカウ県農業局ゲートキーパー 

3-9 Mr. Nicolan Paicheco バウカウ県農業局ゲートキーパー 

3-10 Mr. Alberto Gomes Lopes ボボナロ県農業局長 

3-11 Mr. Joaquim Serguira ボボナロ県農業局普及部長 

3-12 Mr. Celestino Henriques ボボナロ県農業局灌漑職員 

3-13 Mr. Rui Lasi ボボナロ県農業局アグロコマース担当スタッフ 

3-14 Mr. João Mali Lelo ボボナロ県農業局ゲートキーパー（Ramaskora 支

線水路担当） 

3-15 Mr. Lucas Freitas dos Santos ボボナロ県農業局ゲートキーパー（Ritabou 支線

水路担当） 



 

－8－ 

3-16 Mr. Domingos do Cermo ボボナロ県農業局普及員 

3-17 Mr. Jeronimo Pedro ボボナロ県農業局普及員 

3-18 Ms. Joaniaa Araujo ボボナロ県農業局普及員 

3-19 Mr. Januario Fereira ボボナロ県農業局普及員 

4. ブルト灌漑スキーム 

4-1 Mr. Vincente de Sausa WUA 組合長 

4-2 Mr. Carlos Freitas WUA 副組合長 

4-3 Mr. Victor Viegas WUA セクレタリー 

4-4 Mr. Carlos Freitas 農家 

4-5 Ms. Malia Freitas 農家 

4-6 Mr. Frabio 農家 

4-7 Mr. Pedro Da Silva 農家 

4-8 Mr. Marsal 農家 

4-9 Mr. Cansio Da Costa 農家 

5. マリアナⅠ 灌漑スキーム 

5-1 Mr. Joao do Carmo Belo ボボナロ県庁セクレタリー 

5-2 Mr. Pedro Gonsalves WUA 組合長 

5-3 Mr. Carlito Gonsalves WUA 副組合長 

5-4 Mr. Romeo Loe Siga 農家代表 

5-5 Mr. Tito Felis 農家（正条移植） 

5-6 Mr. Julito Mendes 農家（直播） 

5-7 Mr. Carlos P Afonso 農家（直播） 

5-8 Mr. Carlito Bere 農家（正条移植） 

6. 民間セクター 

6-1 Mr. Higino da Costa Freitas ACELDA 社ダイレクター 

6-2 Mr. Antonio da Conceiao MRC プレジデント、CAAKUB 代表 

6-3 Mr. Cazimeiro Pereira MRC 副プレジデント 

6-4 Ms. Marcela Sofiana da Costa CAAKUB 会計 

6-5 Ms. Novelia de Araujo CAAKUB 会計アシスタント 

7. 開発協力機関 

7-1 Mr. Rob Williams AI-Com 技術ダイレクター 

7-2 Mr. Luis Pereira AI-Com 技術コーディネーター 

7-3 Ms. Marcia e Silva ACIAR 東ティモールオフィサー 

7-4 Mr. Claudio Nabais FAO 気候スマート農業リサーチダイレクター 

7-5 Mr. Eligito dos Santos FAO 小規模灌漑プロジェクトナショナル・コンサ

ルタント 

7-6 Dr. Ali Ahmad Khan WFP プログラム長 

8. 関係政府機関 

8-1 Mr. Arsenio Pereira da Silva 協同組合庁（Secretary of State for Cooperatives：

SECOOP）長官 

8-2 Mr. Filipus Nino Pereira MTI 大臣 
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日本側 

1. プロジェクト 

1-1 上堂薗 明 チーフアドバイザー 

1-2 飯野 徳太郎 栽培技術/コミュニティ開発 

1-3 美谷添 三希郎 農産物流通及び販売 

1-4 永井 直子 業務調整/研修と普及 

1-5 Mr. Nelio Boavida Lay Project Officer 

1-6 Mr. Alberto Quintão de Oliveira Project Officer 

1-7 Mr. Fernando Fontes da Cruz Project Officer 

1-8 Mr. Celestino Rangel Project Officer 

1-9 Ms. Elvira Pereira Bano Project Officer 

1-10 Mr. Lucio da Costa Project Officer 

1-11 Mr. Elvis Marques Field Staff 

1-12 Mr. Mateus Barros Field Staff 

1-13 Mr. Pedro Da Silva Field Staff 

2. JICA 東ティモール事務所 

2-1 伊藤 民平 所長 

3. 在東ティモール日本国大使館 

3-1 木村 徹也 特命全権大使 

3-2 山田 和美 参事官 
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第２章 プロジェクトの実績 
 

２－１ 投入実績 

日本・東ティモール国側双方からの本プロジェクトへの投入項目が、PDM Version 4（2022 年

12 月 6 日付）に示されている。終了時評価時点における投入実績は以下のとおり。 

 

〈日本側〉 

２－１－１ 専門家派遣 

2016 年 9 月のプロジェクト開始以降、合計 12 名の長期専門家と 17 名の短期専門家が派遣さ

れている。終了時評価時点では、チーフアドバイザー、成果 1（栽培技術/コミュニティ開発）、

成果 3（農産物流通・販売）、業務調整/研修・普及の分野の長期専門家 4 名が着任中である。

成果 2（参加型灌漑管理）と成果 4（コメ買い取り・流通）を担当していた長期専門家は、そ

れぞれ 2023 年 5 月と 2023 年 3 月に離任しており、その後、成果 1 担当の長期専門家が成果 2、

成果 3 担当の長期専門家が成果 4 を担当し、これら 2 名の長期専門家がマルチタスクで業務を

行っている（付属資料 3 参照）。 

COVID-19 の影響を受け、2020 年 3 月から 2021 年 1 月までは長期専門家 2 名、2020 年 6 月

から 2021 年 1 月までは他の専門家 2 名が、JICA の安全対策のため、一時的に日本に帰国した。

その間、専門家は、現地に適切な要員を配置し、IT を活用しつつ遠隔でプロジェクト活動を進

めた。 

 

２－１－２ 研修 

本邦研修には、3 名が 2018 年 10 月に沖縄でファーマーズ・マーケットの設立・運営に関す

る研修、1 名が 2020 年 1 月～2 月に JICA で農産物の安全管理体制強化に関する研修に参加し

た。 

日本と連携したオンライン研修に対しては、計 15 名が、2021 年及び 2022 年に、「農民主体

型用水管理システム」、「地域アグリビジネス振興のためのフードバリューチェーン構築」、「農

民組織の設立・強化」、「農民参加による農業農村開発」、「農産物の安全管理体制強化」、「農村

開発」の各分野の研修に参加した（付属資料 4 参照）。 

この他にも、多くの関係者が現地で開催されたセミナーや研修に参加した。稲作に係る FFS

（成果 1）、食品バリューチェーン研修（成果 4）、5S/KAIZEN 研修（成果 4）、コメ品質分析研

修（成果 4）、WUA 再生委員会ワークショップ（成果 2）、WUA に対する OJT（成果 2）、マリ

アナ米委員会情報セミナー（成果 3）、参加型灌漑管理ワークショップ（成果 2）、コメの品質

管理 OJT（成果 4）などである（付属資料 5 参照）。 

 

２－１－３ 供与機材 

主な供与機材は、ランドクルーザー、バイク、脱穀機、製粉機、ノートパソコン、レーザー

プリンター等で、これらは既に東ティモール政府に引き渡されている。全 8 台の脱穀機と 1 台

の製粉機は故障しており、修理の見込みはないが、その他の設備は良好な状態で、有効に活用

されている（付属資料 6 参照）。 
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２－１－４ 現地活動費 

2023 年 6 月までに日本側が負担した現地運営費は、2 億 9,240 万円（2019～2023 年度）であ

る（付属資料 7 参照）。 

 

〈東ティモール側〉 

２－１－５ カウンターパート（C/P）の配置 

終了時評価時点で、C/P として計 43 名がプロジェクトに参加しており、うち 15 名が JCC メ

ンバー、28 名が JCC メンバーである。 

JCC メンバーには、①MALFF NLC の共同議長 2 名、②MALFF のプロジェクト・ダイレクタ

ー、③MALFF と NLC の共同プロジェクト・マネジャー2 名、④MALFF と NLC のプロジェク

ト・サブマネジャー7 名、⑤参加自治体の首長 3 名が含まれる。非 JCC メンバーには、①ボボ

ナロ県、バウカウ県、マナツト県の農業局長 3 名と職員 18 名、②郡長 3 名、③MALFF 本省職

員、④NLC 職員 3 名等が含まれる（付属資料 8 及び付属資料 9 参照）。 

 

２－１－６ 施設と設備 

東ティモール政府は、MALFF、ブルト灌漑スキーム、マリアナⅠ灌漑スキームでプロジェク

ト事務所及び設備を提供した。 

 

２－１－７ 現地活動費 

東ティモール側は、MALFF とマリアナⅠ灌漑スキームのプロジェクト事務所の電気代

7,790US ドル（2023 年 6 月末時点）を負担している。負担額は、本プロジェクトに対してのみ

支出された金額をその他の支出と分けて算出することは困難であることから、電気代のみを試

算している（なお、ブルト灌漑スキームのプロジェクト事務所の電気代については日本側が負

担）。 

東ティモール側は、プロジェクト活動に必要な経費（種子、肥料、農薬、燃料、トラクター、

コンバイン、脱穀機、精米機、灌漑施設の潤滑油、灌漑に関するセレモニー費用など）も負担

しているが、その金額は不明である。また、東ティモール側は、プロジェクト事務所と WUA

事務所の土地、建物、その他の設備（貯水タンクやエアコンなど）も準備した（付属資料 10

参照）。 

 

２－２ 成果の達成状況 

PDM Version4（2022 年 12 月 6 日付）には、以下の成果及び PDM 指標が記載されている。終了

時評価では、基本的に協力期間終了までの PDM 指標の達成状況・見通しに基づき、進捗・達成

度を評価する。収集した情報・データに基づく各指標の現在の達成状況及び評価は表－５のとお

り（付属資料 11 参照）。 

 

  



 

－12－ 

表－５ 成果の達成状況/見通し 

指 標 現時点の状況 評 価 

成果 1：コメ栽培システムが改善される。 

1-1 展示圃場の 2023 年雨期作の単

収が 6t/ha に達する。 

・2023 年雨期作における 10 展示圃場の平均単収

は 6.2t/ha（ブルト灌漑スキームの 5 圃場平均で

6.4t/ha、マリアナⅠ灌漑スキームの 5 圃場平均

で 5.9t/ha）。 

達成 

1-2 ブルト灌漑スキーム及びマリ

アナⅠ灌漑スキームの FFS 参

加農家の平均単収が、2019 年の

各々2.5t/ha と 2.9t/ha から、2023

年雨期作に 4.5t/ha に増加する。 

・2023 年雨期作におけるリード農家7の平均単収

は、ブルト灌漑スキーム（リード農家 101 戸）

で 5.1t/ha、マリアナⅠ灌漑スキーム（リード農

家 100 戸）で 4.8t/ha。 

達成 

1-3 ブルト灌漑スキームの耕作面

積が 2019 年の 426ha から 2023

年雨期作に 600ha に増加する。 

・ ブルト灌漑スキームの 2023 年雨期作における

耕作面積は 619ha（マナツト県ラレイア郡で

209ha、バウカウ県ベマセ郡で 410ha）。 

達成 

成果 2：灌漑施設の維持管理システムが強化される。 

2-1 2019 年 5 月の 0％から、2023 年

には 50％以上の受益農家が、水

利費を支払う。 

・2023 年雨期作における水利費納入率は、ブルト

灌漑スキームで 71.3％（納入済み 403 名/組合員

565 名）、マリアナⅠ灌漑スキームで 28.0％（納

入済み 374 名/組合員 1,335 名）。 

部分的に

達成 

2-2 ブルト灌漑スキーム及びマリ

アナⅠ灌漑スキームにおいて、

幹線水路及び支線水路が農家

によって清掃・維持管理され

る。 

・ 2023 年雨期稲作開始前に、ブルト灌漑スキーム

では延べ 918 名の農家が 12 日間、マリアナⅠ

灌漑スキームでは延べ 204 名の農家が 3 日間、

水路の清掃活動を実施。 

達成 

成果 3：国産米流通・販売システムが強化される。 

3-1 ブルト灌漑スキーム及びマリ

アナⅠ灌漑スキームの農家よ

り、年間計 500t 以上の籾が

CAAKUB や ACELDA などの民

間事業者に販売される。 

・ 2023 年 7 月末時点で、籾合計 255t を民間事業

者に販売（CAAKUB 組合 64t、ACELDA 社 30t、

その他 161t）。 

未達成 

3-2 レストラン、ホテル、ファーマ

ーズ・マーケット等の民間事業

者を対象に国産米の販路が拡

大する。 

・ CAAKUB、ACELDA、その他の民間事業者は、

2023 年は、ホテル、レストラン、カフェ、スー

パーマーケット（ファーマーズ・マーケットを

含む）等の 24 社にコメを販売。 

達成 

成果 4：政府のコメ買い取り/配付システムが改善される。 

4-1 政府による国産米買い取り及

び配付の計画が毎年立てられ

る。 

・ 2020 年以降、NLC は毎年計画量を明らかにし

ており、2023 年については、全国から 3,600t

の籾を買い取る予定。 

達成 

4-2 政府買い取りの支払い時期が

農家のニーズに合うよう、NLC

・ NLC は、農家のニーズに合わせた支払い時期と

なるよう、本プロジェクトで作成した「NLC コ

達成 

 
7 リード農家は、モデル農家周辺の約 20 名の農家で、FFS ワークショップへの参加を通じて指導を受けた技術を自分の圃場に

持ち帰って試行・展示する農家を指す。 
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指 標 現時点の状況 評 価 

から農家や民間企業への適切

な支払いシステムが導入され

る。 

メ買い取りに係る SOP」に基づき支払いを実施。 

4-3 NLC によって、ブルト灌漑スキ

ーム、マリアナⅠ灌漑スキー

ム、及びその周辺地域で、年間

1,000t 以上の籾が買い取られ

る。 

・ NLC は 2023 年 8 月時点で、1,002t の籾を買い

取り（ブルト灌漑区スキームから 40t、マリア

ナⅠ灌漑スキームから 962t）。 

達成 

4-4 NLC 倉庫の棚卸しが実施され、

四半期ごとにプロジェクトに

報告される。 

・ 5 つの NLC 倉庫（ティバル、マリアナ、バウカ

ウ、ナタルボラ、ディリ）の四半期（2023 年 1

～3 月）棚卸データが報告された。 

達成 

成果 5：MAF 主導で、プロジェクトから得られた教訓が他県の関係者に共有される。 

5-1 協働アプローチを共有するた

めに、プロジェクト活動に関す

るワークショップが、5 つの近

代的灌漑スキームの関係者を

対象に、MAF 主導で実施され

る。 

・ 2019 年 10 月から 2023 年 7 月にかけて、5 つの

近代的灌漑スキーム（ラリスラ、カラウルン、

オエババ、ベブイ、トノ）現地関係者と W/S を

実施。 

達成 

成果 6：国産米振興政策立案に必要なオプションが関係者により準備され共有される。 

6-1 国産米の増産に必要な政策の

ロードマップがタスクフォー

スにより議論される。 

・ 多くの努力がなされたが、ロードマップを議論

するためのタスクフォース設置には至ってい

ない。 

未達成 

 

２－３ プロジェクト目標の達成見込み 

プロジェクト目標は「プロジェクト地域におけるコメ生産による農家世帯の収入が、コメバリ

ューチェーン（生産、収穫、ポストハーベスト、加工、流通、販売・消費）の改善によって増加

する」である。収集した情報・データに基づく指標の現在の達成状況及び評価は表－６のとおり

（付属資料 11 参照）。 

 

表－６ プロジェクト目標の達成状況/見込み 

指 標 現時点の状況 評 価 

プロジェクト目標：プロジェクト地域におけるコメ生産による農家世帯の収入が、コメバリューチ

ェーン（生産、収穫、ポストハーベスト、加工、流通、販売・消費）の改善に

よって増加する。 

ブルトとマリアナⅠ灌漑スキーム

の農家の籾販売により年間 60万 US

ドル以上の収入が創出される（籾単

価 0.40US ドル/kg で 1,500t の籾販売

に相当）。 

・ 2022 年の農家からの籾買い取り量は合計

1,467.4t。内訳は、NLC が 552t、民間セクター

が 915.4t〔うち 805tは政府（MTCI及び SECOOP）

による CESTA BASICA（フードバスケットプロ

グラム）のための民間企業による買い取り〕。 

・ 2023 年の籾買い取り量は、7 月末時点で合計

1,257t（NCL は 1,002t、民間セクターは 255t）

ほぼ達成 
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指 標 現時点の状況 評 価 

であり、12 月までは更に数量が増える可能性が

ある。買い取り量はプロジェクト調べ。 

・ NLC の農家軒下での買い取り価格は 0.40US ド

ル/kg で、この間の変更はない。 

 

２－４ 上位目標の達成に向けた進捗 

上位目標は、「ブルト灌漑地域とマリアナⅠ灌漑地域の改善されたコメバリューチェーンが、

東ティモール政府主導で維持される」である。収集した情報・データに基づく各指標の現在の状

況及び評価は表－７のとおり（付属資料 11 参照）。 

 

表－７ 上位目標の達成見通し 

指 標 現在の状況 評 価 

上位目標：ブルト灌漑地域とマリアナⅠ灌漑地域の改善されたコメバリューチェーンが、東ティモ

ール政府主導で維持される。 

1）ブルトとマリアナⅠにおけるコ

メ生産量がプロジェクト終了時と

比較して維持または増加してい

る。 

・現在の政府の政策とそれをとりまく環境からは、

ブルトとマリアナⅠの生産量は維持または増加

することが期待される。 

・MALFF は毎年、全国（県ごと）でコメ収量調

査（作付面積、収量、生産量）を実施しており、

これを指標の入手手段として使用することが想

定される。 

達成可能 

2）ブルトとマリアナⅠの灌漑施設

が、（MAF の支援を受け）WUA に

よって維持管理されている。 

・現在、プロジェクト対象の両灌漑スキームにお

いて、「洪水被害インフラの緊急復旧計画」工事

が進められており、補修完成後は、これら灌漑

施設の機能が発揮されるようになる。MALFF

だけでなく地方政府からの期待も高く、WUA

による継続的なモニタリングと地方・中央政府

の支援が期待される。 

3）ブルトとマリアナⅠにおける国

産米の販売量が、XX（プロジェク

ト終了評価時に決定）と比較して

維持または増加している。 

・本終了時評価で「XX（数量）」を定める必要が

ある（2022 年の運営指導調査時に決定されなか

ったのは、CESTA BASICA 等の影響が大きかっ

たため）。 

・ ブルト灌漑スキームとマリアナⅠ灌漑スキー

ムにおけるコメの買い取り量調査では、多くの

関係者から情報を収集・取りまとめるためにプ

ロジェクトは多大な努力を要した。東ティモー

ル政府は関連データの収集方法を検討する必

要がある。 
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２－５ 実施プロセス 

２－５－１ 実施体制 

実施機関は MALFF と CMEA であり、JCC は、MALFF の協力・組織開発総局と CMEA の

NLC 運営評議会プレジデントが共同議長を務める。プロジェクト・ダイレクターは MALFF 農

業総局長で、プロジェクト実施の全体責任を負う。両政府機関から、MALFF 政策・計画・モ

ニタリング局長と NLC エグゼクティブ・ダイレクターが共同プロジェクト・マネジャーに、ま

た関連部署の担当者が C/P として各成果の活動に参加している。 

 

 
出所：プロジェクト 

注）2023 年 7 月以降、MAF は MALFF、CMEA（経済調整省）は CMEA（経済調整大臣）に再編 

図－１ Project Organization Chart 

 

２－５－２ PDM の変遷と協力期間の延長 

本プロジェクトは 5 年間の計画で 2016 年 9 月に開始された。当初プロジェクトは、農家対

話の分析結果を基に、独自の教材を作成し、栽培カレンダー順守と 2 期作推奨を軸とした啓発

活動による農家の行動変容に重点を置いてきたが、政府が推奨している Nakroma 品種では、栽

培カレンダーを順守しても灌漑可能期間の制限から 2 期作の拡大は難しいことが明らかになっ

ていた（2018 年 2 月 22 日付改訂 R/D：PDM Ver.1.0）。 

2019 年 3 月に中間レビュー調査が実施され、①農家の籾販売先の多様化、②国産米の市場・

流通促進による農家の意欲向上、③農家の意欲に応えるコメ増産・栽培技術の改善、に加えて、

プロジェクトの成果発現のためには輸入米に対する関税対策・国境措置など政府による適切な

政策を立案することが提言された。2019 年 11 月以降は、農家が生産した籾を販売できる市場

が活性化されることにより農家の生産意欲が刺激され、それによってコメ生産増に貢献する栽

培技術を農家圃場にて農家が実践し、周辺農家にも広めることにより、最終的に受益地区農家

のコメの増産・収益向上を図ることに注力する方針で進められた（2019 年 7 月 11 日付改訂 R/D：

PDM Ver.2.0）。 

中間レビュー調査後の方針でプロジェクト活動が進められてきたが、2020 年 5 月の時点で、
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残り 1 年 4 カ月でのプロジェクト目標の達成は困難な状況であることが明らかとなった。さら

に 2020 年は、雨期の始まりの遅れと COVID-19 による東ティモール政府の緊急事態宣言の発令

により、プロジェクトの活動が大幅に制限されていた。このため、JICA、MAF、NLC はプロジ

ェクト実施期間の延長と活動の補完について協議し、プロジェクト期間を当初の終了時より 2

年 3 カ月延長することが決定された（2020 年 11 月 4 日付改訂 R/D：PDM Ver.3.0）。 

2022 年 11 月から 12 月にかけて JICA 運営指導調査団が派遣され、2023 年 12 月のプロジェ

クト終了に向けた残り 1 年間の優先活動や、持続性に向けてプロジェクト終了後に C/P が取り

組むべき活動について議論・合意がなされた。これを受けて、指標を含む PDM が改訂された

（2023 年 3 月 24 日付改訂 R/D：PDM Ver. 4.0）（付属資料 12 参照）。 

 

２－５－３ モニタリング 

プロジェクトの進捗は PDM を基にモニタリングされる。プロジェクトの進捗を確認し、関

連する課題について関係者間で議論・合意するために JCC（合同調整委員会）が表－８のとお

り開催されてきた。第 13 回 JCC では本終了時評価調査の結果が報告・議論される。JCC の他

に、技術会議が 1 回開催された。また、これまで半年ごとに 11 回のモニタリングシートが作成

されてきた。 

 

表－８ これまで開催された JCC 会議 

回 日 付 会 場 参加者 

1 2016 年 10 月 28 日 MAF 会議室 26 名 

2 2017 年 4 月 10 日 MAF 会議室 43 名 

3 2017 年 11 月 17 日 MAF 会議室 44 名 

4 2018 年 5 月 30 日 MAF 会議室 46 名 

5 2018 年 11 月 22 日 MAF 会議室 48 名 

6 2019 年 3 月 27 日 MAF 会議室 49 名 

7 2019 年 8 月 12 日 MAF 会議室 47 名 

8 2020 年 3 月 16 日 MAF 会議室 32 名 

9 2020 年 9 月 24 日 Timor Plaza, Orchid Room 

（オンライン） 

26 名（東ティモール側）＋10 名（日本側） 

10 2021 年 4 月 23 日 （オンライン） 34 名（東ティモール側）＋6 名（日本側） 

11 2021 年 12 月 10 日 MAF 会議室 44 名 

12 2022 年 12 月 6 日 Timor Plaza, Maubara Room 44 名 

13 2023 年 9 月 20 日 Timor Plaza - 

注）上記に加え、2021 年 6 月 29 日に MAF 会議室にて 22 名が参加して技術会議が開催された。 

出所：プロジェクト 
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表－９ これまで作成・提出されたモニタリングシート 

回 対象期間 

1 2016 年 9 月 ～2017 年 4 月 

2 2017 年 5 月 ～2017 年 12 月 

3 2018 年 1 月 ～2018 年 6 月 

4 2018 年 7 月 ～2018 年 11 月 

5 2018 年 12 月 ～2019 年 8 月 

6 2019 年 8 月 ～2020 年 2 月 

7 2020 年 3 月 ～2020 年 8 月 

8 2020 年 9 月 ～2021 年 2 月 

9 2021 年 3 月 ～2021 年 10 月 

10 2021 年 11 月 ～2022 年 5 月 

11 2022 年 6 月 ～2023 年 2 月 

出所：評価団作成 

 

２－５－４ コミュニケーション 

コメの一連のバリューチェーン改善を目的とした本プロジェクトには多様な関係者が関与

しており、中央と地方の連携のための協議・情報共有、各成果チーム間での協議・共同作業、

各種報告書の作成、関係者へのフィードバック等のコミュニケーション促進に留意して、プロ

ジェクトが進められてきた。 

毎週月曜日にはプロジェクトスタッフと専門家で週会議（Weekly Meeting）が開催され、前

週の活動振り返りとその週の活動計画が共有される（全スタッフは前週に報告書を作成）。長

期専門家は週 1 回集まり、治安安全、健康管理、プロジェクトの運営管理、経理・調達、労務

管理などの課題・改善点、各成果の進捗状況・課題について議論している。 

2019 年 7 月 11 日に JICA 東ティモール事務所長、MAF 農業総局長、NLC 長官の間で署名さ

れた R/D には、JICA 及び地方政府機関を含む C/P 機関のプロジェクト活動への理解を促すた

め、プロジェクトが月報を作成することが盛り込まれた。月報は、英語とテトゥン語の両方で

作成されている。 

上述したモニタリングシートについては、専門家と C/P が共同で作成し、半年ごとに JICA

に提出されている。モニタリングシートは英語とテトゥン語で作成され、地方行政機関も含め

て配付されており、こうしたコミュニケーション促進の取り組みのためか、近年 JCC で地方政

府関係者からの質疑も多い。 
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第３章 評価 6 基準による評価 
 

本章では、評価 6 基準の観点からプロジェクトを評価する。本終了時評価では、各評価基準の

判定について「高い」「やや高い」「やや低い」「低い」の 4 段階で評価する。 

 

３－１ 妥当性 

プロジェクトの妥当性は、2019 年中間レビュー時点では「やや低い」であったが、その後の状

況の変化により「高い」と判断できる。 

３－１－１ 東ティモールの開発政策との整合性 

東ティモールの国家開発計画及び農業セクター開発計画にプロジェクト開始後の変更はな

く、プロジェクトはこれら開発計画と整合している。 

（1）東ティモールの国家開発計画は「戦略的開発計画（SDP）2011-2030」であり、石油依存経

済から脱却して 2030 年までに中所得国となることをめざして、短期（2011～2015 年）、中期

（2016～2020 年）、長期（2021～2030 年）ごとにセクター・課題別の目標を掲げている。農

業セクターは経済発展の重要セクターの 1 つに位置づけられ、2020 年までの食料自給達成が

目標に含まれている。 

（2）「MAF 戦略計画 2014-2020」は農業セクター分野の開発計画であり、2023 年までに国内の

コメ耕作面積を 5 万 ha まで拡大し、コメ市場における国産米比率を 70％まで増加させると

いう具体的な目標を掲げている。本計画はその後改訂されておらず、終了評価時点の 2023

年においても有効な計画である。 

（3）2023 年 5 月 21 日に国会議員選挙が実施され、6 月 21 日に新政権が発足した。現時点では、

新政権により国産米振興に関して公式文書として公表された戦略計画等はない。 

 

３－１－２ 社会のニーズとの整合性 

コメは東ティモールの主食の 1 つであり国民にとって重要な農作物でもあることから、食料

安全保障の観点から東ティモール政府は国産米の生産、販売、流通、供給の強化をめざしてい

る。新政権における首相、MALFF 大臣の以下の発言からも明らかなとおり、国産米の生産強

化をめざすプロジェクトは社会のニーズに合致している。 

（1） MALFF 大臣は「今後 5 年間の MALFF の主な役割は国内食料生産を増やし輸入食料品への

依存を減らすことであり、また灌漑に関しては、ビケケ、バウカウ、ラウテン、マリアナ、

その他の県で政府が建設した幾つかの灌漑スキームには灌漑用貯水池が限られ、灌漑システ

ムの効率が概して低いため、国内生産増に向けて MALFF は追加の貯水池・ダム開発に取り

組む」と発言している8。 

（2） 首相は「農業は 2024 年の国家予算における 4 つの優先事項の 1 つであり、政府は食料安

全保障を確保するとともに、農業生産と競争力を高めるため近代的農家と農業組合を支援し

研究開発に投資する」と発言している9。 

（3） 食料安全保障・栄養国家評議会（The National Council for Food Security, Sovereignty and 

Nutrition in Timor-Leste：KONSSANTIL）によると、東ティモールでは人口の 20％が食料不足

 
8 https://en.tatoli.tl/2023/07/05/malff-seeks-to-reduce-imported-foods-by-increasing-local-food-production/05/ 
9 https://en.tatoli.tl/2023/09/12/education-health-agriculture-and-infrastructure-become-priorities-in-2024-state-budget/14/ 
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である10。国内コメ生産量は過去 10 年間は減少してきたが、ここ 2～3 年は増加傾向に転じ

ており、MALFF によると 2022 年の生産量は 14 万 3,000t11に達した。しかしながら国内生産

量は依然として限られているため、輸入米により国内需要量を満たしている状況である。

MALFF と FAO の 2 つのデータソースによる東ティモールにおける国産米の生産量、収穫面

積、単収は表－10、表－11 のとおり。 

 

表－10 国産米の生産量、収穫面積、単収 

年 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 

生産量（t） 98,297 119,166 85,334 88,824 60,361 35,361 36,982 57,418 79,703 82,352 120,135 143,055

収穫面積 

（ha） 
35,561 35,589 26,373 28,482 18,281 10,745 11,861 18,047 22,328 21,866 29,154 34,662

単収（t/ha） 2.76 3.35 3.24 3.12 3.30 3.34 3.12 3.37 3.57 3.8 4.1 4.1

出所：MALFF 農業園芸局 

 

表－11 東ティモールにおけるコメの生産量、収穫面積、単収 

年 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 

生産量（t） 98,297 119,166 87,332 88,824 71,541 60,000 62,115 57,000 47,822 49,983 45,455 N/A 

収穫面積 

（ha） 
35,561 41,884 27,998 28,482 23,017 19,251 22,959 22,912 22,328 18,912 26,792 N/A 

単収（t/ha） 2.76 2.85 3.12 3.12 3.11 3.12 2.71 2.49 2.14 2.64 1.70 N/A 

出所：FAOSTAT https://www.fao.org/faostat/en/#data/QCL 

 

（4） 食料安全保障の観点からは、輸入米の価格は、主食の価格と入手可能性に大きな影響を与

える。図－２のグラフのとおり輸入米の価格は国産米の価格の半額以下であるが、2023 年 9

月、国連 WFP は 2023 年 7 月の輸入米の小売価格が 1kg 当たり 0.66US ドルとなり、2022 年

7 月から 16％上昇したと報告した。現在、輸入米はインド産が 90％を占め、ベトナム産 9％、

タイ産 1％である12。輸入米の価格が上昇している要因として、WFP の報告書は①インドの

コメ輸出制限、②世界的に旺盛なコメ需要、③中国とパキスタンの洪水、④降雨量の減少に

よるインドネシアでのコメ生産量の減少、など 6 つの要因を挙げている。 

 
10 https://en.tatoli.tl/2023/01/12/konssantil-20-of-the-timorese-population-suffering-from-food-insecurity/15/ 
11 国内コメ生産量のここ数年の増加傾向は、上記の MALFF 農業園芸局による国産米の生産量、収穫面積、単収の表に基づく

記載を参照。表－10 によれば、2022 年のコメ生産量は約 14 万 3,000t である。この数字は、MALFF 農業総局長インタビュ

ー時にも言及されていた（2023 年 9 月 15 日に実施）。 
12 https://www.wfp.org/publications/rice-regional-context-and-implications-timor-leste-august-2023 
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出所：WFP Timor-Leste Q1 2023 Market Monitor Report Food Security Analysis13 

図－２ 輸入米と国産米の価格の変化（2020～2023 年、US ドル/kg） 

 

表－12 東ティモールのコメの輸入量 

年 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 

輸入量 

（t） 

62,114 100,653 139,671 222,274 300,000 115,786 143,344135,847 81,049 77,570 109,993114,305

出所：UN Comtrade https://comtradeplus.un.org/ 

 

３－１－３ 受益者ニーズとの合致 

2019 年の中間レビュー調査以降で受益者である農家のニーズ・関心は大きく変化しており、

現在、プロジェクトは受益者のニーズに合致している。 

中間レビュー調査は、国産米の生産量と収穫面積が減少している主な理由の 1 つとして「安

価な輸入米が市場に出回り国産米は価格で競争できないため、農家に販売用のコメを生産する

意欲がなく、農家はコメ販売よりもより良い収入源を見つけようとしておりコメ生産を増加さ

せるニーズは低い」と指摘していた。中間レビュー調査では、この点において「本プロジェク

トは東ティモール政府の開発ニーズを満たしてはいるものの、コメの生産量を増加させること

にも現在のマーケット状況でコメを販売することにも関心のない農民のニーズは直接満たし

ていない」とし、これがプロジェクトの妥当性を「やや低い」と判定した要因の 1 つとしてい

た。 

その後、こうした農家の状況は大きく変化している。今回の終了時評価の現地調査で、ブル

トとマリアナⅠの農家は「より多くコメを栽培したい」との意向を表明した。これには以下の

理由が考えられる。 

（1）COVID-19 と近年の世界情勢の社会経済への影響から、国の食料安全保障に対する意識が

高まっている。COVID-19 による社会経済への甚大な影響に対応するため、東ティモール政

府は 2020 年 10 月 27 日に CESTA BASICA（フードバスケットプログラム）を開始し、国内

の経済的に脆弱な人々に基本的な食料品を提供するとともに、国内生産を増やすための財源

循環を通じて農家、生産者、流通業者を支援した。MTCI と SECOOP が主導する CESTA 

BASICA プログラムにより、2022 年には民間企業 20 社がブルト灌漑スキームから 58t、マリ

アナⅠ灌漑スキームから 747t、合計 805t のコメを買い取ったことから、農家のコメ生産意欲

 
13 https://www.wfp.org/publications?f％5B0％5D=country％3A2096 



 

－21－ 

を高めた。 

（2）農家の生産・販売拡大の実現に向け、本プロジェクトがコメ生産、灌漑管理、販売をパッ

ケージとしてタイムリーな技術支援を行い、この技術改善により生産性が向上することを農

家が実感した。本プロジェクトは、MALFF の PAD〔テトゥン語で“Pratika Agrikultur Diak”、

英語では“Good Agricultural Practices（GAP）”〕と呼ばれる稲作栽培手引書を活用し、①苗床、

②基肥、③正条移植、④除草、⑤追肥、⑥病害虫防除、⑦コミュニティレベル種子生産、⑧

適期収穫等、既に確立された PAD の技術パッケージに従って栽培技術の改善を進めるととも

に、灌漑施設の運営・維持管理のための適時の支援も行った。終了時評価において、農家よ

り「肥料、除草、適期収穫、直播等が特に効果的な技術である」と評価する声が聞かれた。 

 

３－１－４ プロジェクトアプローチの適切性 

プロジェクトのアプローチについては、その適切性が維持されるよう、以下のとおり、実施

期間中に幾度か修正があった。また中間レビュー調査では、プロジェクト目標の達成に向け国

産米の振興に必要な政策オプションの検討が成果に追加されるスコープの拡大があったが、中

間レビュー調査時のこのスコープ拡大の適切性については、妥当性の観点で正、有効性の観点

で負の影響を与えたと考えられる。 

（1）当初、プロジェクトの活動は、①対象農家への稲作技術研修、②WUA メンバーに対する

灌漑施設の運営・維持管理研修、③対象農家と関係業者に対する国産米の流通・販売研修、

④政府職員に対するコメ倉庫管理研修など、各成果における研修の実施を中心に構成されて

いた。これらの活動は、2015 年に実施された「農業マスタープラン・灌漑開発計画策定プロ

ジェクト」で提案された分野から、東ティモール政府の実施能力を考慮して活動を絞り込ん

でおり、特定された活動分野は、国産米の促進に関連した課題に対応し、プロジェクトのア

プローチは適切であると判断されていた。 

（2）しかし当初のアプローチは、プロジェクト開始後の初期段階で、安価な輸入米の流入によ

りコメを生産しても販売機会が少ないため農家のコメ生産意欲が乏しいという状況把握を通

して、農家をプロジェクト活動に巻き込むにはあまり効果的ではないことが確認された。そ

こでプロジェクトは開始後に、特定の農家を対象とした研修中心のアプローチから、対象地

域の全農家を対象にした農家主導の「農民対話」アプローチに変更された。成果 1、成果 2

の活動についても、農家が現状で追加の投入なしに採用でき、早い時期の収穫と 2 期作を通

じて市場機会を増やすことが可能な、簡略化した稲作技術（栽培カレンダー、正条移植、除

草）が特定されるとともに、灌漑施設の維持管理については伝統的水管理人の機能を活用す

る形で実施していくこととし、当初計画から大幅に変更された。 

（3）2019 年の中間レビュー調査は、国産米振興は、国家開発計画や農業セクター開発計画に掲

げられてはいるものの、東ティモール政府により実際はその振興・保護のための具体的な政

策措置が取られていないとし、政府が国産米と輸入米の価格差を埋めるために、生産だけで

なく国境措置や市場創出（学校給食プログラム、ファーマーズ・マーケット、生産性の差を

補うための補助金など）についても検討する必要があることを指摘した。中間レビュー調査

は、政府により必要な政策措置が実際には取られていない現状を、プロジェクトの妥当性を

「やや低い」と判定した要因の 1 つとした。 

（4）そして中間レビュー調査では、成果 5「政府は適切な政策を立案するとともにプロジェク
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トの教訓を広めることにより国産米を促進する」を追加するとともに、先のアプローチ及び

活動の大幅な変更を反映した修正 PDM が提案された。2019 年 11 月以降は、農家が生産した

籾を販売できる市場が活性化されることにより農家の生産意欲が刺激され、それによってコ

メ生産増に貢献する栽培技術を農家圃場にて農家が実践し、周辺農家にも広めることにより、

最終的に受益地区農家のコメの増産・収益向上を図ることに注力する方針で進められてきた。 

（5）成果 1 については 2019/20 年雨期作より更に方針を転換し、独自の「農民対話」の実施や

教材は作成せず、MALFF の既存の稲作手引書である PAD マニュアルの技術パッケージ（目

標単収 5t）を活用するとともに、普及員を通じた FFS に切り替え、MALFF 普及局の活動を

支援する形で実施されている。 

 

３－１－５ 対象地域の適切性 

国産米生産におけるバウカウ県、ボボナロ県、マナツト県の重要性から、ターゲット地域の

選定は適切であるといえる。MALFF の統計によると、2022 年には 3 県で全国のコメ生産量の

52.5％を占めている。 

 

表－13 2022 年コメ生産に係るデータ 

県 収穫面積（ha） 平均単収（t/ha） 生産量（t） 割合（％） 

Aileu 381.76 3.7 1,412.51 1.0 

Ainaro 189.00 3.9 737.10 0.5 

Baucau 10,066.75 4.2 42,280.35 29.6 

Bobobaro 5,490.11 4.9 21,960.44 15.4 

Covalima 2,531.56 4.5 11,311.02 7.9 

Dili 21.25 3.0 82.88 0.1 

Ermera 705.52 3.7 2,610.42 1.8 

Lautem 1,012.38 3.8 3,847.04 2.7 

Liquica 242.71 3.7 898.03 0.6 

Manatuto 2,745.60 3.9 10,707.84 7.5 

Manufahi 764.15 4.2 3,209.43 2.2 

RAEOA14 5,056.70 4.2 21,013.05 14.7 

Viqueque 5,472.50 4.2 22,984.50 16.1 

計 34,881.99 4.1 143,054.61 100.0 

出所：MALFF 農業園芸局 

 

ブルト灌漑スキーム（バウカウ県、マナツト県）は、2013～2017 年にかけて日本の無償資金

協力により改修されており、コメの生産性向上への地元農家へのインセンティブとして、国の

東部に位置するブルト灌漑スキームをプロジェクトの対象地域として支援していることは適

切である。マリアナⅠ灌漑スキーム（ボボナロ県）も、2007～2009 年にかけて日本の無償資金

協力により復旧された灌漑スキームであり、復旧後の灌漑施設の状態は充実しており、乾期に

 
14 “the Special Administrative Region of Oé-Cusse Ambeno（RAEOA）”が正式名称で、通称 Oecusse と呼ばれている（地図参照）。 
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おける栽培作物の多様化にもつながるプロジェクト活動は、農家にとって生産性を向上させる

インセンティブとなっている。 

 

３－１－６ 対象地域及びグループ以外への波及効果 

プロジェクトで導入された技術の他地域・グループへの波及効果は十分に期待できる。農業

技術の改善については、本プロジェクトは、既に確立された MALFF の PAD マニュアルに基づ

く技術パッケージと FFS の普及手法を使用しており、MALFF による全国での再現性が見込め

る。展示圃場での技術適用に際しては、プロジェクトは持続性の観点から、資金・資材の投入

を抑え、PAD の内容に従い表－14 に記載されている農業資材・機材について最小限の提供にと

どめている（ただしドラム・シーダーについては現在の PAD に記載はない）。また、本プロジ

ェクトは、リード農家（FFS ワークショップに参加する農家）を対象とした FFS ワークショッ

プの実施にあたり、MALFF 本部がその円滑な実施のために要請した普及員の移動のための燃

料費と通信費を除き、昼食、手当、会議パッケージ等の提供は行っていない。FFS ワークショ

ップでの改善技術は効果的であると農家に認識され、適切に受け入れられている。農家は「機

材や肥料が政府から適時に補助されれば、自らの圃場で PAD を継続的に実施していきたい」と

前向きに答えている。 

 

表－14 FFS ワークショップの実施における投入 

資機材 供与元 備 考 

種子 MALFF による無償補助。 

ただし、補助が遅れる際はプロジェク

トが調達・提供を支援 

Nakroma 品種 

肥料 NPK/尿素は JICA が農産物ディーラー

から提供 

NASA 有機肥料は MALFF が補助 

0.5ha につき NPK100kg、尿素 50kg 

少数の農家に対し供与 

ライン・マーカー 現地工房で製作し JICA から提供 25cm～30cm で 4～5 ライン 

ロータリー除草機 現地溶接工房で作製し JICA から提供 金属製で、幅 15cm（条間 25cm の場

合）及び 18cm（条間 30cm の場合） 

ハンド・トラクター JICA から提供 マリアナⅠ灌漑スキームに 1 台 

ドラム・シーダー 現地工房で製作し JICA から提供 ドラム・シーダー30 台 

燃料 MALFF からの補助及び JICA から提供 普及員の交通手段及びトラクターの

燃料 

殺虫剤 MALFF からの補助及び JICA から提供 FFS 参加者（モデル農家・リード農

家）のための Regent、BASSA、Besidor 

出所：プロジェクトのモニタリング・シート 

 

３－１－７ 過去の類似プロジェクトの教訓の適用 

本プロジェクトの詳細計画調査報告書には、過去に東ティモールで実施された類似プロジェ

クト〔マナツト県灌漑稲作プロジェクト（Irrigation and Rice Cultivation Project in Manatuto：

IRCP）〕から得られた教訓が言及されている。その 1 つは、現地の技術レベルと社会経済状況

を考慮して、対象地域で実現可能な適正技術を慎重に選択することであり、本プロジェクトは
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この教訓に従い、MALFF が作成した既存の PAD からの技術を稲作改善技術として選択した。

これらの一連の技術・資機材はシンプルで、現地で入手・作製可能であり、大きな投入なく対

象農家の単収向上に効果的に寄与した。 

さらにもう 1 つの教訓は、在来の伝統的な灌漑水管理の仕組みを最大限に活用することであ

り、プロジェクトは、ブルト灌漑スキームにおいて伝統的水管理人（Kabu-wee）の機能を WUA

の主要な活動（水利費の徴収、支線水路の清掃、支線水路における公平な水配分など）に含め

た WUA 規約を策定した。 

 

３－２ 整合性 

プロジェクトの整合性は引き続き「高い」と判断できる。 

３－２－１ 日本の開発協力政策との整合性 

本プロジェクトは日本の東ティモールに対する ODA 政策と整合している。外務省の「対東

ティモール民主共和国 国別開発協力方針」（2017 年 5 月）では、「経済社会基盤（インフラ）

の整備・改善」と「産業多角化の促進」が重点分野に掲げられている。その事業展開計画（2021

年 4 月）では、東ティモールは石油・天然ガスへの依存度が高いため、農業等を含む産業の多

角化が必要であり、また農業は非石油産業の GDP の約 20％を占め、かつ石油以外の輸出額の

80％を占める重要セクターであるが、低い生産性と不十分な市場へのアクセスから、農業従事

者の所得は低く、その改善も必要であることが記載されている。本プロジェクトは「産業多角

化の促進」重点分野の中に位置づけられている。 

JICA のグローバル・アジェンダ（GA：課題別事業戦略）の「農業・農村開発」は 5 つのク

ラスターに重点的に取り組むとしており、「東南アジア地域フード・バリュー・チェーン（FVC）

構築」はその 1 つである。GA では、農業所得の向上には、農家は市場ニーズにあった農産物

を生産・供給し、農業利益を上げることが必要であり、また、多様化・増大する農産物の消費

者ニーズを農産物の市場ニーズにつなげるには、農産物の生産から加工、流通、消費に至る各

段階の付加価値を高めながら FVC を構築する必要があることが記載されている。プロジェクト

はこうした JICA の GA とも整合している。 

さらにわが国は、2001 年からこれまでの間、東ティモールにおいて国産米生産に対する支援

を行ってきており、その主な協力は表－15 のとおりである。本プロジェクトは、ブルトとマリ

アナＩの灌漑スキームも含むこれらの先行協力のうえに実施されており、従来の協力と整合性

が図られている。 

2021 年 4 月のサイクロン“Seroja”による豪雨の影響により、東ティモールでは道路・橋梁

などの基盤インフラ、灌漑施設などの農業インフラに甚大な被害が生じた。これを受けて、現

在、ブルト灌漑スキームとマリアナⅠ灌漑スキームについては、頭首工を中心に洪水被害を受

けたインフラの緊急無償復旧計画が実施されている。これは本プロジェクトの上位目標の達成

に寄与する支援である。一方、ラクロ灌漑スキームにも被害が生じており、頭首工と水路につ

いては、それ以降機能していない。今回の終了時評価でも、ラクロ灌漑スキーム近辺の主要道

路沿いで、この 2 年間全く作付けが行われていない多数の耕作放棄圃場が広がっているのが観

察された。 
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表－15 わが国のこれまでの類似分野の協力 

No. プロジェクト名 期 間 事業形態 対 象 

1 ラクロ灌漑システム改修計

画 

2001 年 

～2003 年 

緊急無償資金協力 ラクロ灌漑スキーム 

2 マナツト県灌漑稲作プロジ

ェクト 

2005 年 1 月 

～2010 年 3 月 

技術協力 ラクロ灌漑スキーム 

3 マリアナⅠ灌漑施設復旧改

善計画 

2007 年 8 月 

～2009 年 2 月 

無償資金協力 マリアナⅠ灌漑スキーム 

4 農業分野アドバイザー（農

業政策、灌漑）（5 名） 

2008 年 5 月 

～2018 年 10 月 

アドバイザー派遣 全国 

5 マナツト県灌漑稲作プロジ

ェクトフェーズ 2 

2010 年 11 月 

～2015 年 11 月 

技術協力 ラクロ灌漑スキーム 

6 農業マスタープラン・灌漑

開発計画策定プロジェクト 

2013 年 9 月 

～2015 年 5 月 

技術協力 全国 

7 ブルト灌漑施設改修計画 2013 年 12 月 

～2017 年 1 月 

無償資金協力 ブルト灌漑スキーム 

8 洪水被害インフラ緊急復旧

計画 

2023 年 2 月 

～2024 年 8 月 

緊急無償資金協力 ブルト灌漑スキーム 

マリアナⅠ灌漑スキーム 

出所：評価団作成 

 

３－２－２ 国際的な枠組みとの整合性 

本プロジェクトは、SDGs（持続可能な開発目標）のゴール 1（貧困の撲滅）、ゴール 2（飢餓

撲滅、食料安全保障）に貢献する。SDG1 の貧困撲滅に向けては、農村地域の農業と関連産業

の振興が重要である。SDG2 では、2014 年以降世界の慢性飢餓人口が増加するなかで 2030 年ま

での飢餓撲滅を掲げている。本プロジェクトは、国産米生産を通じて農家世帯所得を増加させ、

東ティモールにおける貧困撲滅と飢餓撲滅に貢献することが見込まれる。 

 

３－２－３ 他の開発協力機関との相乗効果 

（1）AI-Com 及び TOMAK 

AI-Com（東ティモールの強化された持続可能な農業システムのためのコミュニティ農業イ

ノベーション）は、MALFF、UNTL（東ティモール国立大学）、ワールド・ビジョン東ティモ

ール、UWA（西オーストラリア大学）による研究プログラムである。このプログラムはオー

ストラリア国際農業研究センター（Australian Center for International Agricultural Research：

ACIAR）の資金提供を受け、パイロットコミュニティにおける農業の生産性・収益性向上を

目的とし、次の 4 コンポーネントから成る：①コミュニティベースの天然資源管理、②集約

的灌漑作付システム、③天水栽培作物の管理オプション強化、④サンダルウッド生産増のた

めの設計と評価手法。うち、コンポーネント②において、バウカウ県ベマセ郡でコメ単収増

のためのバイオチャコール（籾殻燻炭）による土壌改良に取り組んでいる。 

TOMAK（To’os ba Moeris Di’ak、または「繁栄のための農業」）は、オーストラリア政府の

資金提供を受け、バウカウ県、ボボナロ県、ビケケ県を対象とする 10 年間の農業生計プログ
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ラムである。フェーズ 1（2016～2022 年）に続き、現在実施されているフェーズ 2（2022～

2026 年）は、以下の 3 コンポーネントから成る：①政府の政策・プログラム・サービスの持

続可能な改善、②レジリエントな農業ベースの生計と経済的エンパワーメント、③家庭にお

ける食料安全保障と食生活の多様化。うち、コンポーネント③において、赤米や新品種米の

普及促進に取り組んでいる。 

本プロジェクトは、特に成果 1 について、技術開発を行う AI-Com、改良技術を普及して

いる TOMAK と活動・成果を共有してきた。プロジェクトは、PAD 技術マニュアルの改訂や

その普及について、これらプログラムと、定期的に技術や意見を交換している。ただし両プ

ログラムは、コメに限らず、トウモロコシ、豆、ジャガイモなども対象作物に含んでいる。 

（2）FAO 

FAO は、東ティモールにおいて、KONSSANTIL の調整能力の強化、東ティモール初の全

国農業センサスの実施支援、農業生計の改善と家庭における食生活の多様性、小規模漁業と

水産養殖、換金作物開発などの活動を行っている15。2019 年に実施された東ティモール初の

全国農業センサスについては、その結果は東ティモール政府からは公表されていない16。本

プロジェクトは FAO とも情報交換を行っており、FAO は小規模灌漑も推進しているという

ことであったが、終了時評価調査では関連する情報は得られなかった。 

（3）WFP 

WFP は、東ティモールで 2005 年に学校給食プログラムの立ち上げを支援した。2011 年に、

MoEYS（教育・青少年・スポーツ省）がこのプログラムを引き継いで「全国学校給食プログ

ラム（NSFP）」となった。2022 年 12 月、WFP、MoEYS、MSA（国家行政省）の間で三者覚

書が締結され、バウカウ県、ボボナロ県、その他の自治体の 400 以上の学校の学童 7 万 9,000

人を対象に、学校給食プログラムの一環として栄養強化米を導入することが合意された。本

プロジェクトでは、成果 3 の活動として、WFP と連携して“Loja Dos Agricultores”を通じた

ディリの学校給食への国産米供給を検討してきたが、これまでのところ実現には至っていな

い。WFP は、2022 年 10 月と 2023 年 7 月にプロジェクトが実施した、コメの品質基準案に

関するセミナーにも参加した。 

また WFP は、東ティモールの“Food Security Alert”、四半期ごとの東ティモール“Market 

Monitor Report”を発行している17。 

 

３－３ 有効性 

プロジェクトは、現時点で PDM 指標の多くを達成しており、その有効性は「高い」と判断で

きる。 

３－３－１ プロジェクト目標の達成見込み 

プロジェクト目標は「プロジェクト地域におけるコメ生産による農家世帯の収入が、コメバ

リューチェーン（生産、収穫、ポストハーベスト、加工、流通、販売・消費）の改善によって

増加する」である。プロジェクト収集したモデル農家、リード農家、何戸かの一般農家の販売・

収入に関するデータによると、モデル農家とリード農家の収入は一般農家に比べて増加してい

 
15 https://www.fao.org/timor-leste/programmes-and-projects/project-list/en/ 
16 終了時評価調査後の FAO へのヒアリングで、国家統計局（National Statistics Office）から公開されていることが確認された。

https://inetl-ip.gov.tl/category/documents-publication/census-document-documents/document-census-agriculture-documents/ 
17 https://www.wfp.org/publications?f％5B0％5D=country％3A2096 
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ることが明らかとなった。しかしながら、プロジェクト地域において農家の収入に関するデー

タを広く収集することは難しい。 

そこでプロジェクト目標の PDM 指標では「ブルトとマリアナⅠ灌漑スキームの農家の籾販

売により年間 60 万 US ドル以上の収入が創出される（籾単価 0.40US ドル/kg で 1,500t の籾販売

に相当）」と籾の販売量が目標に設定されている。プロジェクトが実施した調査では、目標 1,500t

に対し、表－16 のとおり、2023 年（1 月～7 月）でブルト灌漑スキームとマリアナⅠ灌漑スキ

ームより 1,257t の籾が買い上げられており、2022 年の実績 1,467t も考慮すると、本プロジェク

トは PDM 指標をほぼ達成したと判断できる。同表は、プロジェクト地域からの籾買い上げが

2017 年から 2023 年にかけて概して増加していることも示している。 

上述のプロジェクトが実施した調査においては、①NLC 契約企業の買い上げ実績調査、②

CAAKUB 及び ACELDA の購入実績調査、③CAAKUB、ACELDA、NLC 契約企業以外の民間部

門への販売についての農家聞き取り調査、によりデータが集められた。こうしてプロジェクト

は、NLC、CAAKUB、ACELDA、その他民間部門の間での売買の重複（二重カウント）を慎重

に排除してデータの正確性を担保している。一方で、聞き取り調査を受けた農家は「誰にどれ

だけの量のコメを販売したか」すべてを覚えていたわけではなく、計 1,257t は過小評価の可能

性もある。 

 

表－16 2017～2023 年のブルト及びマリアナⅠ灌漑スキームにおける籾買い取り実績 

年 2017 2018 2019 2020 2021 2022 
2023 

（7 月末時点） 

CAAKUB 

ブルト 

39.6t 

0 

87.7t 

0 

93.4t 

0 

59.3t 

0 

91.9t 

0 

46.1t 64.3t 

マリアナⅠ 39.6t 87.7t 93.4t 59.3t 91.9t   

ACELDA 

ブルト 

マリアナⅠ 

46.9t 

46.9t 

0 

253.7t 

53.7t 

200t 

113.5t 105.7t 137.9t 64.3t 30.0t 

その他 

ブルト 

マリアナⅠ 

No data 

805.0t* 

58t 

747t 

160.8t 

72.1t 

88.7t 

民間セクター計 86.5t 341.4t 206.9t 165.9t 229.8t 915.4t 255.1t 

NLC（食料安全保障） 

ブルト 

マリアナⅠ 

0 0 342t 

0 

342t 

42t 

6t 

36t 

466t 

0 

466t 

552t（籾換算） 

223t 

329t 

1,002.1t 

40.1t 

962.0t 

計 - - - - - 1,467.4t 1,257.2t 

出所：プロジェクトが実施した調査 

*）2022 年には、805.0t の籾が CESTA BASICA（2020 年 10 月に開始され、MTCI と SECOOP が主導したフード

バスケットプログラム）のために民間企業 20 社に販売された。2023 年は、CESTA BASICA は実施されていな

い。 

 

３－３－２ プロジェクト目標達成に向けた主な成果・実績 

プロジェクトは、成果レベルの 13 の PDM 指標のうち既に 10 指標を達成しており、成果 6

を除いて、プロジェクトは所期の効果を発現していると判断できる。成果 6 については、「３
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－１－４ プロジェクトアプローチの適切性」に記載したとおり、中間レビュー時の追加にお

いて、妥当性に正、及び有効性に負の影響を与えた。終了時評価調査で確認した、PDM 指標の

達成に向けたプロジェクトの重要な成果・実績は次のとおり。 

 

〈成果 1〉コメ栽培技術 

・県農業局の担当職員は、生産から収穫、販売までの一貫した活動の重要性を認識し、強調し

ている。本プロジェクトでは、生産増に向けて、県の普及担当者は灌漑担当者や農産物取引

担当者と協力を進めてきたが、プロジェクト以前は、県農業局の中でこうした連携は存在し

ていなかった。 

・農家は PAD の技術を肯定的に受け入れており、PAD の作業項目を実践することで高い収量

が得られることを実感し「今後は更にコメを生産したい」という積極的な意向を表明してい

る。除草、施肥、栽培カレンダーが特に効果的である一方で、正条移植と適期収穫は重労働

が課題であると認識されている。圃場の整地については、最初に政府や開発援助機関が提供

した整地アタッチメントを付けたハンド・トラクターを使用し、その後の部分的な整地は手

作業で行っている。 

・マリアナⅠ灌漑スキームでは、普及員と農家は、プロジェクトを通じて直播栽培を習得した。

マリアナⅠでは、正条移植と散播はこれまでも行われてきたが、ドラム・シーダーを使った

直播栽培は新しい技術であり、正条移植よりも人件費がかからないため農家に積極的に採用

されている。 

・成果 1 の活動では、東ティモールの技術基準に基づき、圃場整備から収穫後処理までの重要

な生産段階において農家が容易に導入できる基本的で簡便な作業項目を組み合わせて、6t/ha

以上の高収量を達成した。この技術パッケージは、正条移植だけでなくドラム・シーダーを

使った直播も含めた 2 つの技術オプションを提供することで、他の稲作地域への応用も可能

である。 

 

〈成果 2〉灌漑水管理 

・ブルト灌漑スキーム、マリアナⅠ灌漑スキームともに WUA が再活性化され、プロジェクト

を通じて策定された規約を順守した活動を継続している。これらは東ティモールで設立され

た最初の WUA であり、その活動は他の灌漑スキームでも模倣できる良い実践例となること

が政府により期待されている。 

・プロジェクトが作成した「灌漑管理マニュアル」は、県の契約職員であるゲートキーパーに

より活用されている。 

・灌漑施設の運営・維持管理に係る役割分担は関係者間で明確化されている。具体的には、県

は基幹施設（頭首工、幹線水路）を直接に監督・管理し、日常的な点検・管理を県農業局灌

漑職員の指導・監督のもと、契約スタッフであるゲートキーパーが毎日その業務を行ってい

る。WUA とメンバー農民は、灌漑施設の清掃（堆砂除去、除草など）や、徴収した水利費

も利用した小規模修繕（事例としては、マリアナⅠにおける幹線水路の予防保全管理工事）

に取り組む。MALFF は、灌漑施設の大規模な維持管理・補修工事（事例としては、ブルト

におけるオフテイク 5、6 の改善工事）を担当する。 

・WUA は地方当局（郡長、村長）と協力して水利費を徴収している。ブルト灌漑スキームで
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は、Kabu-wee（従来灌漑の時代からの支線水路水管理人）が徴収を担当し、その高い納入率

の実現に貢献している。 

・灌漑施設の運営・維持管理については、農家への説明会（ワークショップ）や年次総会など

を通じて WUA メンバーや農家が直接関与し、WUA や農家主導で進められている。そのため、

WUA の活動は最小限化・簡素化が図られ、参加型の意思決定プロセスが導入されており、

この戦略により、対象灌漑スキームにおける灌漑施設維持管理の改善に成功している。 

 

〈成果 3〉民間セクターへのコメ販売 

・マリアナⅠ灌漑スキームでは、肥料や農薬の提供、脱穀機の貸し出し、コメの品質管理のた

めの収穫・収穫後処理に取り組む CAAKUB が本プロジェクトにより強化された。 

・マリアナⅠ灌漑スキームでは、圃場、栽培品種、種子など多くの情報を記載する「農家情報

カード」がプロジェクトにより作成・配付され、県農業局や CAAKUB が籾を「どこから、

いつ、どれぐらい買い取るか」を判断するための、また集めた籾の水分量を分析する際の情

報等に活用されている。 

・ディリで人気の高いマリアナ米の品質確保と販売促進を図るため、マリアナ米委員会（MRC）

が各関係者18の参加のもと 2022 年 12 月に設立された。プロジェクトから供与された水分計

を活用して籾の水分量を検査し乾燥工程をより正確に管理するとともに、基準に基づき破砕

米率を検査している。2023 年 8 月には、MRC のロゴ入りの最初のコメが販売された。 

・本プロジェクトの支援により、“Loja Dos CAAKUB Agricultores”の名称のもと 2019 年に開店

したディリ市の Loja（ファーマーズ・マーケット店舗）では、国産米が安定して売れており、

特に赤米と黒米に人気がある。当初から 2023 年 6 月まで MALFF 農業通商局は Loja に職員

を配置していたが、先頃、Loja は MTI から新たに商業ライセンスを取得して民間企業となり、

“Loja Hakbiit Agricultores”に社名を変更した。 

 

〈成果 4〉政府によるコメ買い取り 

・本プロジェクトで作成した「コメの品質管理マニュアル」、「NLC コメ買い取りに係る SOP」、

「5S/KAIZAN 研修」は NLC 及びその倉庫において活用されている。国内に NLC は 6 倉庫を

所有しており、終了時評価ではティバール、マリアナ、ベボラ/ディリ倉庫が整理・整頓され

ていることを確認した。 

・NLC は 2023 年 1 月と 2 月に、マリアナⅠとブルトで買い取り手順を説明する農家向け説明

会を開催し、プロジェクトはその説明会開催を支援した（具体的には、郡庁舎の会議室の予

約、買い取り手順の説明補足、農家団体や民間企業による必要書類準備に係る支援など）。 

・NLC によるコメ買い取り手続きについて、地元農家からは「支払いが期日どおりに行われな

い」「支払いが長期間遅延する」などの苦情が表明されていた。苦情の要因の 1 つは NLC の

支払いは銀行振込で行うとする政府規則によるもので、したがって農家は NLC による買い上

げよりも現金払いをする民間企業への販売を望んでいる状況である。「NLC コメ買い取りに

係る SOP」をプロジェクトで導入することにより手続きは改善され、プロジェクトの対象農

家においては今後の買い取り手続きは問題なく進められることが見込まれる。一方プロジェ

 
18 ボボナロ県知事、ボボナロ県農業局長、ボボナロ県農業局農業通商課、マリアナ郡長、村長、CAAKUB など。MRC 役員は

President、Vice President、Secretary、Treasurer、Commissioners から成る。 
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クト対象地域外の農家においては、買い取り額を振り込むための銀行口座の開設が大きなハ

ードルとなっていた。NLC は調達フローに民間事業者を組み込むことで農家からの現金での

買い取りを可能とする新たな買い取りオプションを今シーズンから導入し、この問題に対応

している。 

・本プロジェクトで導入された SOP や流通計画により、農家は国産米を販売する選択肢が広が

り、食料の安定供給という点において一定の成果を上げている。また国産米の買い取りに参

加する民間企業数の増加にもつながった。 

 

〈成果 5〉他の灌漑スキームとの情報共有 

・雨期・乾期のコメ栽培、灌漑施設の運営維持管理、コメの品質ガイドライン等に関連するプ

ロジェクト活動を、5 つの近代的灌漑スキーム（ラリスラ、カラウルン、オエババ、ベブイ、

トノ）と共有するための会議やセミナーが開催されてきた。 

 

〈成果 6〉コメ振興政策オプションの検討 

・前政権の MAF 大臣からは、2022 年 6 月の CMEA 大臣、当省アドバイザーらとの会合におい

て、MAF 担当者と調整のうえ、タスクフォースの立ち上げを急ぐようにとの指示が得られて

いた。 

 

３－３－３ 中間レビュー調査（20219 年 3 月）及び運営指導調査（2022 年 12 月）の提言へ

の対応 

中間レビュー調査の提言については、「政策の実施に関する提言」のうちタスクフォースと

の政策対話の提言を除いて、すべて効果的に対応されている。タスクフォースとの政策対話に

ついては、成果 6 の活動として多くの取り組みが行われてきたが、タスクフォースを設置する

には至っていない。「政策の実施に関する提言」のうち国産米振興に係る政策実行の提言につ

いては、学校給食プログラム向けに国産米を購入することや、輸入米に対する関税措置等の検

討が提起されていたが、COVID-19 の影響に対して政府が 2020～2022 年にかけて実施した

CESTA BASICA プログラムが、国産米の生産振興に大きな役割を果たした。 

運営指導調査では、「プロジェクト終了まで」と「プロジェクト終了後」の 2 つのカテゴリ

ーに分けて提言がなされた。プロジェクト終了までの提言については、多くの項目についてプ

ロジェクトは効果的に対応しているが、活動継続のための予算の確保やコメ政策に係るタスク

フォースの設置など、引き続き進捗を確認すべき提言も幾つかあり、これらは「プロジェクト

終了後」の提言と合わせて、終了時評価における提言として整理している（付属資料 13 参照）。 

 

３－３－４ プロジェクトの効果発現に対する促進要因 

〈計画内容に関すること〉 

特になし。 

〈実施プロセスに関すること〉 

（1）前政権の国産米振興に対する支援 

前首相は、2018 年の就任後、国産米振興への積極的で強力な支持を表明した。前 MAF 大

臣は、2018 年 12 月にブルトとマリアナⅠの両灌漑スキームで開催された田植え式典に出席
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し、栽培カレンダーに従って田植えを行うことを推奨した。前首相夫人は、CAAKUB からコ

メを購入し、CAAKUB とホテルやレストランとのコメ買い取り契約の署名セレモニーに出席

する等、国産米の消費促進を積極的に支援した。こうした前政権の国産米振興に対する支援

は、農家の稲作に対するモチベーションの向上に貢献した。 

（2）MAF による CAAKUB と Loja（ファーマーズ・マーケット）への積極的な支援 

2002 年に設立された CAAKUB は、活動休止状態になっていた時期があったが、2016 年に

MAF の支援により再組織化され、プロジェクト活動を通じて MAF 所有の建物を事務所兼倉

庫として無償貸与されるなど、大きな支援を受けた。プロジェクトによって CAAKUB はマ

リアナⅠの農家から籾の購入を開始し、同灌漑スキームの販売量の増加や販売収入増加に貢

献している。 

MAF とプロジェクトの支援により、2019 年にディリの Timor Plaza と Fatu-Hada に Loja（フ

ァーマーズマーケット店舗）が開店した。MAF 農業通商局は、Loja が MTI から新たな商業

ライセンスを取得して民間企業となる 2023 年 6 月までスタッフを配置していた。MALFF 農

業通商局は現在も引き続き、Loja 店舗の家賃補助の支援を継続している。 

（3）ACELDA 社による国産米の普及促進への積極的な支援 

ACELDA 社はもともとキャンドルナッツ油の輸出ビジネスを行っていたが、国産米販売ビ

ジネスは利益の低い事業ではあるものの、国産品生産を促進する方針を立てて、2014 年より

国産米の販売を手がけるようになった。ブルト灌漑スキームからの籾の買い取りを継続して

おり、プロジェクトにおけるコメの販売増加に大きく貢献している。 

（4）COVID-19 と近年の世界情勢による国家食料安全保障に対する意識の高まり 

COVID-19 感染症の拡大に対し、東ティモール政府は 2020 年 3 月 28 日に非常事態宣言を

発出し、国民には行動制限が課され、コメのバリューチェーンも混乱した。また 2020 年 3

月 25 日に、当時東ティモールへの輸入米の約 80％を占めていたベトナムが、COVID-19 の流

行下での国内供給を確保するため、コメの輸出を一時的に禁止した。こうした状況により、

食料安全保障に対する人々の懸念・意識が大きく高まった。2020 年 10 月、東ティモールで

CESTA BASICA プログラムが導入され、国産米の全体的な需要が増加し、農家の稲作に対す

るモチベーションが向上した。さらに、ロシアのウクライナ侵攻やそれに伴う世界的な食料

価格の高騰、インドのコメ輸出制限など、最近の世界情勢により、多くの国で食料安全保障

に対する意識が高まっている。 

 

３－３－５ プロジェクトの効果発現に関する阻害要因 

〈計画内容に関すること〉 

（1）東ティモールコメ市場における輸入米優位の傾向 

東ティモールではコメの国内生産と消費需要との差を輸入米が埋めているが、国産米の販

売価格は輸入米に比べておよそ 2 倍であるため、消費者は一般的には安い輸入米を選ぶ傾向

にあり、本プロジェクトは、安価な輸入米に比べて国産米への消費者の需要が低い状況下で

実施されてきた。 

（2）東ティモールにおける国産米振興に対する長期戦略及び明確な政策措置の欠如 

東ティモール政府は 2020 年までに食料自給達成の目標を掲げているが、これは長期戦略の

策定と明確な政策措置がなければ達成は難しい。こうした長期戦略、政策措置、予算支援が
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不十分なため、プロジェクトが取り組む国産米生産量の増加も妨げられているといえる。ま

た、コメの生産・消費に関する基礎統計が欠如していることも、コメ政策の策定に向けて根

本的な問題の 1 つである。さらに近年の東ティモールの WTO/ASEAN 加盟への方向性は、国

内支援、食料安全保障のための国境管理、国産米促進などコメ政策の促進・阻害要因19とな

る可能性があり、東ティモール政府は交渉に向けて十分な準備を整える必要がある。 

〈実施プロセスに関すること〉 

（1）プロジェクト初期における農家の稲作に対するモチベーションの低さ 

プロジェクト対象地域の農家はコメを販売できる市場へのアクセスが限られていたため、

多くが自家消費のためだけにコメを生産し、農家はコメの販売を通じて収入を増やす意欲が

低下していた。そのため、プロジェクトは開始後に当初のアプローチを変更する必要があっ

た。しかし上述のとおり、プロジェクト期間中の COVID-19 等を契機とした食料環境・意識

の変化により、こうした農家のモチベーションも大きく変わってきている。 

 

３－４ 効率性 

2016 年の詳細計画策定調査時におけるプロジェクトの事業費及び事業期間の計画値と、現時点

における実績値を比較すると、事業費、事業期間とも計画値を超過していることから、プロジェ

クト効率性は「やや低い」と判断される。これは主には COVID-19 の影響であり、また「３－１

－４ アプローチの適切性」で記載したとおりプロジェクト目標の達成に向けたアプローチが実

施期間中に幾度か修正されたことにも起因する。 

３－４－１ 日本側の投入 

日本側からの投入については、特にコメ生産技術改善と灌漑施設の運営維持管理においては、

プロジェクトが雇用したプロジェクト・オフィサー、フィールド・スタッフを通じて現地農家

に対して極めて効果的に技術・知識が共有され、MALFF から高い評価の声が聞かれた。上述

のとおり、実施途中でプロジェクトのアプローチ、成果 1 の実施方針、新たな成果の追加によ

りスコープが修正されており、これらはプロジェクトの効率性に影響を与えたと考えられる。

成果 2（参加型灌漑管理）と成果 4（コメ買い取り・流通）を担当する長期専門家については、

中間レビュー調査以降も派遣が遅れた（前者は 2021 年 5 月に派遣開始、後者は 2020 年 3 月派

遣開始）。中間レビュー時に新たに追加された成果 5（最新の PDM では成果 6）については、

協力期間中に長期専門家のアサインメントがなく、また、COVID-19 の影響により予定されて

いた第三国研修も実施されなかった。プロジェクト・オフィサーとフィールド・スタッフは、

英語とテトゥン語の間の翻訳・通訳としても大きく貢献した。 

 

３－４－２ 東ティモール側の投入 

東ティモール側からの職員の配置、施設・圃場の提供、関係者間の調整等の投入については、

おおむね良好であった。MALFF 職員や普及員を含む県農業局職員は、プロジェクト活動に積

極的に参加してきた。 

 

 
19 これまで放置されてきた食料安全保障政策に関する議論が外圧により動き出すという意味では促進要因だが、かじ取りを誤

ると阻害要因になる可能性もある（具体的には、他の ASEAN 諸国と同様にコメを例外品目として規定することができれば

国産米振興という観点では前進、逆にコメ買い上げ政策など正面から議論すると廃止・縮小される可能性も高く、この場合

には大きな後退）。 
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３－４－３ プロジェクトの COVID-19 の影響への対応 

COVID-19 の影響が拡大するなかで、国内の経済的に脆弱な人々の食料を確保するとともに、

農業生産向上のため行動を通じて国としての食料安全保障を強化することが重要であるとの

認識が広がり、それが 2020 年の東ティモール政府による CESTA BASICA プログラムの実施に

つながった。 

COVID-19 の拡大により長期専門家の派遣が中断されたことから、プロジェクトでは、IT や

Google Drive に構築したプロジェクト専用のデータプラットフォームを活用して活動を推進、

運営管理してきた。成果 1 では、FFS 進捗管理シート（ログシート）、稲生育調査モニタリング

シート、収量調査集計・判断シート、写真等をプラットフォームにアップロードし、PC、タブ

レット、携帯電話により専門家、C/P、プロジェクト・オフィサー、フィールド・スタッフ間

で共有し、分析や考察ができる方法が取られた。成果 2 では、WUA 組合メンバーリスト、土

地台帳、水路の水深経時調査、水利費徴収活動の進捗確認等でプラットフォームを活用し、活

動の効率と質の向上が図られた。成果 3 と成果 4 に関しては、ボボナロ県農業局と協力して、

トレーサビリティ把握向上のために、耕種全般と収穫後処理・加工工程に資する農家の包括的

なデータベースが構築され、適宜に管理が行われている。 

 

３－５ インパクト 

プロジェクト終了後も東ティモールが主体的に活動を継続することで、プロジェクト終了後 3

年後には東ティモール側で上位目標の指標達成が期待できることから、プロジェクトのインパク

トは「比較的高い」と判断できる。 

３－５－１ 上位目標の達成見込み 

上位目標は、「ブルト灌漑地域とマリアナⅠ灌漑地域の改善されたコメバリューチェーンが、

東ティモール政府主導で維持される」である。以下の PDM 指標については、現在の活動が継

続すれば、2023 年 12 月のプロジェクト終了から 3 年後で、東ティモール側で上位目標の指標

を達成することが見込まれる。現時点における活動継続に向けた現状については「３－６ 持

続性」において記述する。 

（1） ブルトとマリアナⅠにおけるコメ生産量がプロジェクト終了時と比較して維持または増

加している。 

（2）ブルトとマリアナⅠの灌漑施設が、（MAF の支援を受け）WUA によって維持管理されて

いる。 

（3）ブルトとマリアナⅠにおける国産米の販売量が、XX（プロジェクト終了評価時に決定）と

比較して維持または増加している。 

 

３－５－２ 上位目標達成に係る外部条件 

東ティモール側がプロジェクト終了から 3 年後に上位目標を達成するには、現在の PDM に

記載の以下の項目が、引き続き外部条件となる。 

（1）大規模な自然災害（干ばつや洪水など）が発生しない。 

（2）国産米買い取り計画の達成に向けて国産米買い取り予算が編成され NLC より支出される。 

（3）種子、肥料、機材など政府補助による農業投入が、質、量、タイミングにおいて適切に提
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供される。 

深刻な自然災害により灌漑スキームが大きな損傷を受けないことは、上位目標達成のための

重要な条件である。現在、2021 年 4 月のサイクロン“Seroja”により甚大な被害を受けたブル

ト灌漑スキームとマリアナⅠ灌漑スキームの頭首工を中心に、無償資金協力「洪水被害インフ

ラ緊急復旧計画」が実施されている。この資金協力が、自然災害による灌漑施設への甚大な被

害にもかかわらず、上位目標の達成に貢献すると予想される。 

サイクロン“Seroja”により、JICA 技術協力「マナツト灌漑稲作プロジェクト・フェーズ 1

及びフェーズ 2」の対象であったラクロ灌漑スキームも甚大な被害を受けた。ラクロ灌漑スキ

ームは「洪水被害インフラ緊急復旧計画」に含まれておらず、灌漑施設は現在も全く機能して

いないため、同スキームにはこの 2 年間作付けが行われていない耕作放棄地が広がっている。 

 

３－５－３ その他のインパクト・波及効果 

プロジェクト対象地域以外や関係機関の活動において、以下のプロジェクトのインパクトが

観察されている。 

（1）ブルト灌漑スキームでは乾期における作付けが一般的に行われている。ベマセ郡の上流に

位置するカイルイ郡のカイルイ灌漑スキームの農家が、ブルト灌漑スキームで 2022 年乾期作

に行われた FFS に参加し、現地に戻って普及員とともに、FFS で学んだ農業技術を自身の圃

場に適用した。 

（2） プロジェクトは、マリアナⅠ灌漑スキームでドラム・シーダーによる直播栽培を開始した。

2022 年、TOMAK からドラム・シーダーに関する問い合わせを受けて、プロジェクトは現地

の工房でドラム・シーダーを作成してテトゥン語のマニュアルとともに提供した。現在ドラ

ム・シーダーはビケケ県で直播に利用されている。最近になり、TOMAK はドラム・シーダ

ーを追加注文した。 

（3）プロジェクトは、バウカウ県ベニラレ郡のワイダバ種子協同組合に対して技術支援し、高

品質な種子の生産に取り組んだ。プロジェクトは同組合の生産状況をモニタリングし、プロ

ジェクト活動に使用する種子を同組合から購入した。 

（4）ロータリー除草機はプロジェクトによってブルト灌漑スキームで使用されている。この設

備を見た国際 NGO の World Vision が、2021 年に約 100 台のロータリー除草機を発注した。 

（5）オエクシ県の地域流通センターの職員らが、プロジェクトが 2023 年 7 月 13 日にディリで

開催したコメの品質管理に関する OJT（職場内訓練）に自らの予算で参加した。またプロジ

ェクトが 2023 年 7 月 27 日にバウカウ県で実施したコメの品質管理 OJT には、MALFF と NLC

倉庫職員だけでなく、ACELDA 社、Vemasse Credit Union、WFP からの参加もあった。 

（6）プロジェクトは、2021 年雨期作から、東京大学大学院農学生命科学研究科（加藤洋一郎教

授研究室）と移植、直播技術、直播農家の調査、生産コスト等について共同研究を実施して

いる。マリアナ地区の約 7 割の農家が慣行で実践している散播栽培について、プロジェクト

は同研究室と共同で、湛水条播技術の FFS 技術指導書を作成し、それをもとに雨期作・乾期

作で湛水直播栽培を実施した。2022 年と 2023 年に、同研究室の学生も 3 回プロジェクトを

訪問し、水制限環境下での肥料、水管理、除草剤が直播に与える影響を評価するための農業

調査を実施した。既に多くの農家が直播栽培を実践しているため、MALFF は現在、この技

術を PAD に組み込むことを検討している。 
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（7）この終了時評価中に、環境、社会、ジェンダー等に関するプロジェクトの負のインパクト

が観察・報告されることはなかった。 

 

３－６ 持続性 

終了時評価では特に財政面からの制約とその今後の不確実さへの懸念が広く関係者から示さ

れたため、プロジェクトの全体的な持続性は「やや低い」と判断されるが、組織・体制面及び技

術面からの持続性の見通しは「やや低い」以上である。 

３－６－１ 政策・制度面 

東ティモール政府は、「SDP 2011-2030」及び「MAF 戦略計画 2014-2020」において、国産米

振興に取り組むことを明らかにしている。COVID-19 の影響に対して東ティモール政府が 2020

年から 2022 年にかけて実施した CESTA BASICA は、国産米の生産及び販売の刺激につながっ

た。新政権の首相は、2024 年の国家予算では農業が優先事項の 1 つであり、政府は食料安全保

障を確保し、農業の生産性と競争力を高めるための研究開発に投資することを表明している。

MALFF 大臣は、今後 5 年間の MALFF の主な役割は、国内食料生産を増やすことによって輸入

食料品への依存を減らすことであるとしている。こうした発言から、プロジェクト終了後も、

東ティモールでは国産米振興に対する政治的な支援が見込まれる。今後、国産米振興のための

長期戦略や政策措置が関係者間で議論、合意、導入されれば、政策・制度的な持続性はより高

まることが期待される。 

 

３－６－２ 組織・体制面 

プロジェクトに関係する中央当局及びブルト灌漑スキームとマリアナⅠ灌漑スキームに係

る県、郡、村の地方当局は、プロジェクト活動に積極的に参加しており、中央・地方の政府機

関の職員は、それぞれの職務において、農家、WUA メンバー、流通業者、民間事業者との活

動を推進するうえで主要な役割を果たしてきた。また県農業局職員を含む東ティモール側 C/P

は、コメの生産から収穫、販売までの活動に一貫して取り組むことの重要性を強調しており、

コメのバリューチェーン（生産、収穫、収穫後処理、加工・流通、販売・消費）改善をめざす

プロジェクトの意図は良く理解されている。本プロジェクトで県の普及担当者は、コメ生産増

に向けて灌漑担当者や農産物取引担当者とも協力してきた。こうしたことから、組織レベル及

び個人レベルの知識・能力は、プロジェクト活動を実際に進めていくなかで、またプロジェク

トによって実施された研修に参加し成果品（マニュアル、SOP、ニュースレターなど）を活用

することで強化されており、組織・体制面での持続性が期待できる。 

 

３－６－３ 財政面 

プロジェクトは、これまでも持続性の確保を念頭に活動を進めており、例えば FFS ワークシ

ョップの際は、農家が自らの圃場で技術を適用できるよう、また中央・地方政府が現在はプロ

ジェクトが提供している支援（普及員の移動のための燃料、肥料、ロータリー除草機やドラム・

シーダーなどの一部の機材）を今後引き継げるよう、最小限の資金・資材の投入により実施し

ている。農家は、肥料や機材が政府から適時に補助されれば、自らの圃場で PAD を継続的に適

用していくことに前向きである。 

これら活動を実施するのに必要なコストについては、既にプロジェクトで算出・整理されて
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おり、これらは今後 C/P が活動を引き継ぐための予算を検討する際の参考となる。具体的には、

例えば以下のようなコストが算出・共有されている。 

①成果 1：PAD の作業項目を 1ha で実施するための投入資機材コスト（付属資料 7 参照） 

②成果 2：灌漑職員とゲートキーパーの移動手段のための燃料費の支援実績額 

③成果 3：マリアナ米委員会の関連活動に支出した経費（コメの品質管理研修を含む） 

プロジェクト対象地域の県農業局は、幾つかの活動の継続・発展に必要な予算を含めた 2024

年度予算を既に準備、提出している。例えばボボナロ県農業局は、ドラム・シーダーの使用を

他郡に拡大するための予算や、コメの品質管理に関するマリアナ米委員会の活動を支援するた

めの予算を含めて予算を提出した。ただし、国の財政状況や開発の優先事項に応じて、国の財

務省が承認する予算額は管理費と運営費をカバーする程度の額に制限されることが通常であ

り、そのため県農業局は「種子や肥料などの農業投入材を MALFF 補助に頼っているのが現状

である」との説明があった。 

MALFF は、ブルト灌漑スキームとマリアナⅠ灌漑スキームを含む計 9 つの近代的灌漑スキ

ームを運営・維持管理している。東ティモール政府は、国産米生産量の増加をめざしており、

MALFF は種子、燃料、肥料などの投入計画を立てているが、予算の制約から現時点では支援

が限られていることを認めつつ、できるだけ農家の需要を満たすよう予算を確保したいとして

いる。灌漑施設の維持管理については、終了時評価中に農業総局長と灌漑局長より、以下の活

動が進行中または計画されているとの情報が共有された。マリアナⅠ灌漑スキーム、ブルト灌

漑スキームについても、施設の維持に努力するとの発言が灌漑局長よりあった。 

①バウカウ県 Galata 灌漑スキーム、ラウテン県 Laivai 灌漑スキームでは、現在、政府による

修復工事が進んでいる。 

②3 つの大規模灌漑スキーム（バウカウ県 Seical 灌漑スキーム、ラウテン県とビケケ県の県

境に位置する Irabere 灌漑スキーム、ボボナロ県 Maliana II 灌漑スキーム）のプロジェクト

予算が、2023 年、既に承認された。 

③2023 年、コバリマ県 Oebaba 灌漑スキームの修復のための 1,700 万 US ドルの予算が配賦さ

れ、現在、工事に向けた調達プロセスを進めている。 

 

３－６－４ 技術面 

中央/地方政府職員（MALFF、NLC、プロジェクト対象地域の県農業局）、ブルト及びマリア

ナⅠ灌漑スキームの対象農家と WUA、CAAKUB 組合等のプロジェクト受益者の技術的な能力

は向上しており、コメのバリューチェーン（生産、収穫、収穫後加工、流通、販売・消費）の

それぞれで、技術面からの持続性が期待できる。 

コメ栽培技術の改善では、本プロジェクトは、既に MALFF により確立されている PAD マニ

ュアルの技術パッケージと FFS の普及手法を用いており、MALFF による持続的な利用が見込

める。農家は一連の技術を適切に導入し効果的であることを認識しており、肥料・機材の政府

補助があれば PAD の作業項目を継続的に適用していくことに前向きである。 

灌漑施設管理に関しては、WUA は年間活動計画を策定しそれに沿って水路清掃活動を行っ

ている。水利費は WUA 規約に明記された額が徴収されており、マリアナⅠ灌漑スキームでは、

徴収額の一部が幹線水路の予防保全管理工事に活用された（材料費と参加農家への支払い）。

基幹灌漑施設の日常的な運営（水門操作）と点検・管理は、県農業局の灌漑職員の監督のもと、
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「灌漑管理マニュアル」に基づきゲートキーパーが行っている。県灌漑職員によるレポーティ

ングについては、ブルト灌漑スキームでは四半期報告書の形で県灌漑職員が MALFF に報告を

行っており、マリアナⅠ灌漑スキームでは、MALFF に提出するための半期報告書を県灌漑職

員が現在準備中である。 

民間事業者へのコメ販売については、マリアナでは CAAKUB がメンバー農家から、ブルト

では ACELDA 社が率先して、籾の購入を続けている。CESTA BASICA の際には、2022 年に民

間企業 20 社がマリアナ及びブルトの農家から籾を購入した。「農家情報カード」は、CAAKUB

とボボナロ県農業局によるタイムリーなサービス提供に利用されるとともに、籾販売先にも情

報が共有されている。CAAKUB は、水分計や製粉機等のプロジェクトからの供与機材を適切に

管理利用しており、マリアナ米の品質管理のために 2022 年 12 月に設立されたマリアナ米委員

会のメンバーとなっている。 

政府の買い取り・流通システムの改善については、NLC は今後も買い取り計画に基づき適時

にコメを買い取ることが見込まれる。NLC は、プロジェクトで作成した SOP に従い、買い取

り後約 1 カ月程度で支払い（銀行振り込み）を実施している。5S/KAIZEN チェックシートは、

マリアナ、ディリ、ティバルの 3 つの NLC 倉庫で使用されており、倉庫管理業務（清掃、整理

など）が月に 1 回記入され、NLC に送信されている。NLC の倉庫は 5S/KAIZEN により、清潔

に保たれ、整理・整頓されており、倉庫の四半期棚卸し結果は、PC 上に集計され NLC に報告

されている。 
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第４章 結論と提言 
 

４－１ 結論 

評価 6 基準に基づく評価結果の要約は表－17 のとおり。 

 

表－17 評価結果の要約 

基 準 評価結果 要 点 

妥当性 高い 引き続き政府の政策及び国産米生産強化のニーズと整合している。 

整合性 高い 日本の対東ティモールの ODA 政策と合致しており、他の協力との相乗

効果も見られる。 

有効性 高い PDM 指標のほとんどを達成している。 

効率性 やや低い 当初計画よりも予算と協力期間が超過した。これは COVID-19 の影響も

起因している。 

インパクト やや高い 上位目標の指標は、東ティモール側が主体的に活動を継続すれば、プロ

ジェクト 3 年後の達成は可能。 

持続性 やや低い 財政面の制約とその不確実さへの懸念が広く関係者から示されている。

政策、組織・体制、財務面で、東ティモール側は政策策定、予算編成、

人員配置を加速または継続することが期待される。 

 

４－２ 提言 

ここまでの評価結果を踏まえて、終了時評価チーム（以下、「チーム」と記す）は、プロジェ

クトの持続性を確保して上位目標を達成する観点から、以下を提言する。 

〈全体的な提言〉 

［注意点］ 

プロジェクトは、2 つの対象地域における国内米の生産・販売の向上に著しい成果を上げた。

この正の効果は、政府が食料安全保障と国産米振興を確保するために適切な政策を設定し、自然

災害に見舞われることが常態化した灌漑スキームの運営・維持管理を適時に支援するという条件

の下において、維持し拡大することが可能である。 

（1）プロジェクトに対して 

［プロジェクト終了まで］ 

・セミナーやワークショップを通じて、プロジェクトの教訓を東ティモールの C/P と共有し、

そのモチベーションを高める。 

（2）MALFF、NLC、その他担当機関に対して 

［プロジェクト終了まで］ 

・プロジェクトで達成された成果を維持するための重要な活動の継続に係る予算の確保に引き

続き努める。 

［プロジェクト終了後］ 

・MALFF は他の担当機関と協力してプロジェクトで達成された成果を維持するための重要な

活動を継続する。 
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〈成果 1〉 

（1）プロジェクトに対して 

［プロジェクト終了まで］ 

・PAD ガイドライン、普及マニュアル及び TOT 資料に直播栽培その他技術を含めるための技

術的な提言を行う。 

（2）MALFF に対して 

［プロジェクト終了後］ 

・FFS 活動の維持 

1. PAD 作業項目の実施に必要な農業投入資機材をタイムリーに提供をすることを確保する。 

2. プロジェクト対象地域での活動に係る費用（例：農業普及員の活動費） 

 

〈成果 2〉 

（1）プロジェクト及び WUA に対して 

［プロジェクト終了まで］ 

・チームは、灌漑施設の運営・維持管理や水利費徴収を含む WUA の運営を支援する現在のプ

ロジェクト活動を高く評価し、プロジェクト終了まで、以下を含む現在の活動の着実な実

施・モニタリングを要請する。 

 定期的なコミュニケーションを通じて WUA メンバー間の水利費徴収と使用に関する透

明性を向上させ、必要に応じて水利費徴収手順を改善する（例：水利費徴収者への村長

と WUA 組合会長の署名入りの証明書の提供）。 

 ローテーション灌漑の試行を含む灌漑管理マニュアル（IMM）と年間活動計画に沿った

日常的な灌漑 O&M を行う。 

（2）WUA に対して 

［プロジェクト終了後］ 

・水利費徴収及び徴収方法を定期的に見直し、必要に応じて水利費徴収方法を更新する。 

・ローテーション灌漑の結果を含む灌漑 O&M 状況を定期的にレビューし、必要に応じて IMM

を更新する。 

（3）MALFF、その他担当機関に対して 

［プロジェクト終了まで］ 

・各関係者〔ゲートキーパー（GK）、県、MALFF）〕による、以下を含む灌漑 O&M の着実な

実施とモニタリング。 

 IMM に基づき、県灌漑職員の監督下で GK は基幹灌漑施設の日常運営（ゲート操作）を

行う。 

 県から MALFF への定期的な報告を支援する報告システムを導入する。 

［プロジェクト終了後］ 

・中央政府、県・郡政府、WUA を含むすべての関係者間の O&M における役割と責任を明確化

する。このプロセスには、灌漑法制定の可能性を含む。 

・灌漑 O&M、特に幹線水路と頭首工の維持及び修復のためのリソースを確保する。 
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〈成果 3〉 

（1）MALFF に対して 

［プロジェクト終了後］ 

・プロジェクトを通じた経験に基づき、農業団体としての CAAKUB の競争力強化のための可

能なオプションについて関係者間で議論し、提案を行う。 

・コメ品質基準の適用を促進するための可能なオプションについて関係者間で議論し、提案を

行う。 

・提案されたオプションを評価し、その適用可能性を検討する。 

 

〈成果 4〉 

（1）NLC に対して 

［プロジェクト終了まで］ 

・SOP バージョン 1 及び 2 を更新し、倉庫管理と配付計画（5S/KAIZEN を含む）を含める。 

［プロジェクト終了後］ 

・関係者間で議論し、農家グループからの調達プロセスの全要件に従うため、作業負荷の軽減

に資する可能なオプションについて提案を行う。 

・農家の市場アクセス改善のため、NLC は買い取り計画と SOP に従って農家グループからの

コメの公的買い取りを維持する。 

・コメ買い取り手順を定期的に見直し、特に農家グループからのコメ買い取りについて必要に

応じて更新する。 

 

〈成果 5〉 

（1）MALFF、その他担当機関に対して 

［プロジェクト終了まで、及び終了後］ 

・東ティモール側 C/P は、実施・行動計画に基づき、定期的な活動や職務のなかで、本プロジ

ェクトの優良事例を共有し他地域に適用する可能性を模索することが期待される。 

 

〈成果 6〉 

（1）MALFF、その他担当機関に対して 

［プロジェクト終了まで、及び終了後］ 

・国産米振興の政策・方向性について、次の 1 または 2 のいずれかにつき関係省庁間での議論

を加速することを提言する。 

①コメ・タスクフォースの設立手順 

②既存の枠組みへのコメタスクフォースの活動の組み込み（例：KONSSANTIL） 

・コメ・タスクフォースまたはその活動が組み込まれた枠組みは、国産米振興に係る政策と将

来の方向性（灌漑施設、市場インフラ、国内市場への安価な輸入米の流入抑制に係る政策措

置などに多大な努力と投資が必要であるなかで「どの程度、国産米による自給をめざすのか」

を含む）を策定することが期待される。 
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４－３ 教訓 

（1）政府によるコメの買い取り政策と、プロジェクトによるコメバリューチェーン全体に係るパ

ッケージ支援の組み合わせの有効性 

本プロジェクトでは、生産技術、灌漑管理、販売促進活動というコメバリューチェーン全体

に係る取り組みを一体的にパッケージとして実施することでそれぞれのコンポーネントが補

完的に機能することとなった。このパッケージを政府によるコメ買い取りの拡大時期に合わせ

てタイムリーに投入することで現場に大きなインパクトを与えた。 

 

（2）国産米販売促進時の課題 

国産米は国内で一定のニーズがある一方で、輸入米との倍近い価格差、収穫後の品質管理が

適切に行われていないことに加え、輸入米の流通と異なり消費者による購買時の判断基準とな

る情報（産地や品質）が記載されたパッケージが存在しないという市場拡大における阻害要因

を有している。プロジェクトではコメの品質基準を設定し、一定の品質を確保したうえで国産

を明示したパッケージングにより販売チャンネルを広げていくアプローチを試行してきた。こ

の方向性は適切なものと思われるが、継続的な取り組み及び活動規模の拡大が求められるアプ

ローチであり、プロジェクト終了後は政府側の戦略的な取り組みが求められる。 

 

（3）灌漑施設の維持管理における政府の重要性 

本プロジェクトでは WUA を中心とした灌漑施設の維持管理を進めるため、基礎的なマニュ

アル整備と WUA の活動を支援し、成果を上げた。一方現場レベルで WUA が日々の点検、補

修を適切に行ったとしても基幹施設の破損等、現場で修復不可能な甚大な損傷が起り得るため

（実際に定期的にこのような被害が発生している）、中央省庁・地方政府・WUA の責務を明確

化したうえで、こうした被害に対応できるようタイムリーな予算措置を行える仕組みづくりが

必須である。 

 

（4）食料安全保障に係る政策の推進に係る中央政府の強いリーダーシップの必要性 

食料安全保障は国の責務であり、個々の民間企業や農家の努力だけでは達成することが難し

い。現場レベルの成功体験をボトムアップとして政策につなげることも有効である場合がある

が、両輪で水際対策を含めた政策としての中長期的な方向性を定めなければ、既に出ている成

果が振出しに戻るだけでなく、国産米をブランド化したとしても購入する層は限定的になり得

るため、国がめざす国産米振興を含んだ食料安全保障は推進されない恐れがある。 

 

（5）プロジェクト形成時からの継続した情報共有の必要性 

プロジェクトの形成に係る経緯や目的を把握した Project Director、Project Manager は、プロ

ジェクト実施中の活動の推進や、終了後の成果の維持増進に必須であるが、本プロジェクトに

おいては開始時から度重なる政権交代が行われ、プロジェクトチーム等からその都度、C/P に

対し説明を行ったものの、C/P の方針や人員・情報共有体制が不安定であった。合わせて、プ

ロジェクト形成時に C/P の基礎的な情報共有体制の脆弱さが確認される場合は、プロジェクト

の活動の中にあえて情報共有体制の確立や、プロジェクトでの成果物（マニュアルや新たな業

務フロー）を早期に C/P が自律的に実践できるような設計にする。 
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（6）高次の政策立案が重要な要素となるプロジェクトにおける持続性の担保について 

現場レベルの活動や各省庁の所掌の範囲内で対応可能な活動は一定の成果が確認できたが、

予算確保、他省庁との連携をもって政府全体の施策としての打ち出しが求められる活動は課題

が残った。今後、政府による政策立案と JICA による現場レベルでの技術移転が両輪となった

技術協力プロジェクトの要望は他の国・地域からも上がってくる可能性がある。そのような技

術協力プロジェクトにおいては、同じ課題を抱えることが予想されるため、採択前に以下を検

討するべきである。 

・国レベルの高次の政策の導入にはさまざまなリスクが存在することに加え、経験の乏しい国

においては最終的にめざすべき具体的な姿をイメージすることが難しい。このためめざすべ

き体制・政策が整っている国への研修等へ参加し、自国で具体的に行う必要がある政策のイ

メージを固め、必要な活動を整理し、国としての方針を打ち出す。 

・現場での技術移転だけでなく、政策立案を教えることができる専門家の派遣可否を、JICA が

中心となって本邦関係省庁を含めた関係者で協議する。 

・プロジェクト形成の段階から、プロジェクトで取り組むべき次元の政策立案体制を明確化す

るとともに、それよりも高次の政策立案・対策の実行を前提や外部条件等に入れ込む。 

 

（7）対象国の当該セクターにおける予算規模・実施体制に合った協力規模の見極め 

本プロジェクトのプロジェクト目標の達成のため、①選定地域コメ生産農家の営農技術の改

善、②参加型水管理による灌漑施設管理能力の強化、③民間セクターによる国産米流通・販売

モデルの構築、④政府による国産米買い取り/配付システムの改善、⑤プロジェクトから得られ

た教訓の共有、⑥関係者による国産米振興政策立案に必要なオプションの準備という 6 つの要

素を組み合わせることが有効と考えた。特にコメ生産農家の営農技術や灌漑施設管理能力の

個々の要素について、各要素を達成するための類似の技術協力プロジェクトと比較したところ

過大な規模とはいえないが、プロジェクト目標達成に必要な要素が比較的多いことから、他の

アジア地域の類似案件と比較すると大規模な投入となった。 

投入の大きさに伴い持続性の課題が生じることを想定し、本プロジェクトでは技術の導入に

あたって持続性の観点での確認を重視しており、個々の現場レベルの活動では、投入は技術の

受容及び成果を見込める最小限に絞り込んだ形とすることで一定の持続性を担保した〔例：営

農については、現状で追加の投入なしに採用でき、早い時期の収穫と 2 期作を通じて市場機会

を増やすことが可能な簡略化した稲作技術（栽培カレンダー、正条移植、除草）、灌漑施設の

維持管理については伝統的水管理人の機能を活用する形で実施〕。このように、現場レベルで

実現可能なレベルを見極めつつ、投入規模を検討することは重要であった。 

なお、（1）に記載のとおり、生産技術、灌漑管理、販売促進活動というコメバリューチェー

ン全体に係る取り組みを一体的にパッケージとして支援したことで一定の成果を得ることが

できたが、財政面の確保については C/P の努力は見られたものの途上であり、持続性は「やや

低い」と評価している。 

もし目標の達成のために、要素の数を考慮しても大規模な投入とせざるを得ない場合は、出

口戦略（協力期間前半は投入・活動規模を大きくしつつ、プロジェクト後半には終了後の持続

性を意識し、暫定的に JICA 分の投入を減らし、先方負担分を増やす、あるいは他ドナーなど

の支援を模索する等）をプロジェクトデザインに組み込み、先方政府の肩幅で対応できるデザ
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インに変容していく工夫が必要である。 
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第５章 団長所感 
 

本プロジェクトは、東ティモールにおけるコメの生産・加工・流通・販売のプロセスが一貫し

て機能することによるコメ生産を通じた適切な収入を実現するために 2016 年から開始し、中間レ

ビューの結果を踏まえたコメ政策タスクフォースの立ち上げに関する成果の追加、COVID-19 等

の影響を踏まえた期間・投入の拡大を経て、2023 年 9 月の終了時評価を迎えた。 

プロジェクトは大きく分けて、3 つの分野①生産技術、②灌漑管理、③コメの流通でコメ生産・

流通を支援してきた。 

 

 
出所：調査団作成 

 

それぞれについて 2019 年の中間評価時と今回の状況を比べると大きな変化が確認された。 

生産技術については 2.5～2.9t/ha であった単収水準が 4.5t/ha まで向上、水管理については水利

組合の設立とこれを通じた運用により、ほとんどできていなかった灌漑システムの現場レベルで

の運用が改善し水利費の徴収がブルト、マリアナでそれぞれ約 7 割、3 割の実績となった。コメ

の流通については 2019 年に政府購入、民間販売でそれぞれ 300t 台であったものが現時点では

1,000t、300t 弱となっている。政府買い上げが急速に増加したことを反映して民間流通が若干減

少する結果となった。 

①～③の分野の成果には、これにはプロジェクトの活動が貢献した内的な要因、洪水などの気

象災害やコメ流通に関する国際情勢などの外部要因がそれぞれ含まれている。内的要因として、

必ずしも技術水準の高くない東ティモールにおいて、条植えや除草、肥培管理など最低限に絞り

込んだ技術普及、過去に経験の蓄積が十分でない灌漑管理においては水利組合の設置から日常的

な運用に至るまで基本的な項目をわかりやすく取りまとめたトレーニングの実施、同じくほとん
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ど機能していなかった政府買い上げの手法について、現状分析から始めて現場の能力に合った形

で作業手順をマニュアル化するなど、基本的には現場の技術水準をよく確認し、実践可能な技術

に絞り込んでトレーニングを実施したという点が有効であったと考えている。一方で外的な要因

を挙げると、政府の買い上げ政策が不透明でほとんど機能していなかった 2019 年当時と比較して、

COVID 等の国際情勢を受け主要食料品の自給への意識が高まったことなどから国内調達への意

識が高まり、CESTA BASICA など大規模な買い上げプログラムが動き出し、それが市場を活性化

し、農家の生産意欲の向上にもつながったことが挙げられる。またプロジェクト対象地域・非対

象地域のいずれにおいても、豪雨・洪水による灌漑施設へのダメージは頻発しており、これがプ

ロジェクトの実施を妨げる影響を与えている。 

これらを踏まえて考えると、今後の現場の状況としては技術面では活動 1、活動 2 については

現場レベルで継続される可能性は高いと思われる。ただし前述のとおり、気象災害に伴う灌漑施

設への被害は現場レベルでの対応ではカバーできないレベルになっており、灌漑法の成立を含め

た中央政府の役割の明確化は持続性の観点で重要である。活動 3 についてはそもそも価格競争力

が低く、流通網も未開発な東ティモール国産米市場を構築していくにはプロジェクト期間を超え

た長期的・戦略的な取り組みが必要である。プロジェクトでは国産米市場を分析し、今後の発展

の重要な要素となる収穫後処理の改善と、これを踏まえた品質の評価基準の提案、品質を確保し

ながら販売をしていくためのパッケージング・トレーサビリティの導入など必要なツールの導入

に取り組んできた。こうした取り組みは今後とも長期的に試行錯誤のプロセスを経ながら発展さ

せていく必要があると思われる。活動 4 については政府の食料安全保障政策と密接に結びついて

おり、国産米強化の政府方針がこれまでどおり継続する限り持続的に継続すると見込まれる。 

成果 6 については、農業省及びコメ買い上げを行っている NLC への聞き取りでは、両者とも国

産米の買い上げを通じた食料安全保障の確保と国産米振興を行っていくという立場に違いはない。

しかし NLC からは「国産米の供給が足りないため輸入米に頼らざるを得ない」との説明がある一

方、中間評価時に行った農村部での聞き取りでは、「買い上げが効率的に行われていないため農家

の生産意欲が高まらない」との説明があった。プロジェクトでは MALFF、NLC に対する支援を

行ってきたが横展開を考えるうえで、食料安全保障の観点から輸入、国内生産のバランスをどう

調整していくかという省庁を超えた議論は現状十分に行われておらず、この点は重要な課題とし

て残されている。 

さらに、輸入米は、国産米と比較し半額程度で流通しているうえ、品質管理（砕米率、異物・

異品種混入、含水率等）がされている一方で、国産米は価格が高く、品質管理がされておらず、

消費者が購入する際に参考にする情報（価格、産地等）もパッケージ化されていない。さらにこ

れまでほとんどのコメが自給的な生産にとどまっていたため国産米については流通網（集荷、乾

燥・脱穀・精米、輸送、小売）が十分に確立してない。しかしながら、国産米は、輸入米よりも

食味がよく、消費者に好まれているという利点があるため、これらの利点を生かしながら不足し

ている品質管理、ラベリング、消費者ニーズに合わせたパッケージング、流通網の整備などに取

り組んでいく必要があり、国産米の品質管理は重要と考えられる。プロジェクトの中でも、品質

管理の基準に係る支援を行ったが、途上であり、東ティモール政府側での継続が期待されている。 
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出所：調査団作成 

 

全体として見たとき本プロジェクトの設計として評価できる点は、生産基盤の整備から生産技

術、流通までを一体的に行うことで相乗効果を生む設計になっていたこと、また個々の技術指導

において東ティモール政府の能力・農業技術等の水準をよく観察し、現地にあった形での技術移

転に取り組んだことがあるといえる。他方でプロジェクトの活動範囲が広範に及んだため投入が

肥大化したこと、さらに流通面でコメ買い上げ政策や輸入規制に係る議論まで活動に組み込んだ

ため、省庁を超える調整が必要になったこともプロジェクトの実施を困難なものとした。プロジ

ェクトの活動は現場レベルで大きなインパクトを与えたものの、政府として国産米の振興を図っ

ていくうえで上位レベルの政策（コメ政策、灌漑政策）がリスク要因になっている状況は変わら

ない。今後東ティモール政府としては、こうした上位レベルでの政策を踏まえつつプロジェクト

で導入された技術をどのように広げていくか検討していく必要があると考える。
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９．Organization Structure Chart of MALFF, NLC and Municipal Service of Agriculture
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e'e

n 
O

T 
9 

6,
20

6 
ブ

ル
ト
 

V
em

as
se

 W
et

en
 O

T 
12

 
5,

67
8 

ブ
ル

ト
 

V
em

as
se

 W
el

ab
an

 O
T 

13
 

7,
09

7 
ブ

ル
ト
 

V
em

as
se

 E
ra

ru
in

 O
T 

16
 

6,
64

2 
ブ

ル
ト
平

均
 

6,
42

2 
マ

リ
ア

ナ
 I 

R
ae

bo
u 

O
ro

k 
7,

53
2 

マ
リ
ア

ナ
 I 

A
ik

ia
r 

5,
35

5 
マ

リ
ア

ナ
 I 

Ra
m

as
ko

ra
 

5,
45

2 
マ

リ
ア

ナ
 I 

D
iru

ab
en

 
5,

50
3 

マ
リ
ア

ナ
 I 

D
ire

ct
 S

ee
di

ng
 

5,
88

8 
マ

リ
ア

ナ
 I 

平
均

 
5,

94
6 

全
 1

0 
展

示
圃

場
の

平
均

 
6,

18
4 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
期

ブ
ル
ト
（

t/h
a）

20
19

雨
期

作

マ
リ
ア
ナ

I（
t/h

a）
2.

5（
全

農
家

平
均

）

-
2.

9（
全

農
家

平
均

）

-
20

19
乾

期
作

20
20

雨
期

作
6.

9（
2
圃

場
）

4.
8（

2
圃

場
）

20
20

乾
期

作
4.

7（
1
圃

場
）

5.
2（

1
圃

場
）

20
21

雨
期

作
5.

3（
4
圃

場
）

5.
8（

4
圃

場
）

20
21

乾
期

作
7.

1（
2
圃

場
）

5.
2（

4
圃

場
）

20
22

雨
期

作
7.

2（
6
圃

場
）

6.
0（

5
圃

場
）

20
22

乾
期

作
6.

2（
3
圃

場
）

5.
4（

3
圃

場
）

20
23

雨
期

作
6.

4（
5
圃

場
）

5.
9（

5
圃

場
）
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－ 
 

 
 

ブ
ル

ト
 

B
ul

ut
o 

O
T1

2 
20

 
5,

13
3 

 
 

ブ
ル

ト
 

B
ul

ut
o 

O
T1

3.
1 

19
 

5,
08

0 
ブ

ル
ト
 

B
ul

ut
o 

O
T1

6 
20

 
5,

00
2 

ブ
ル

ト
の

リ
ー

ド
農

家
 1

01
 戸

の
平

均
 

5,
11

6 
マ

リ
ア

ナ
 I 

M
al

ia
na

 R
ae

bo
u 

O
ro

k 
20

 
4,

35
6 

マ
リ
ア

ナ
 I 

M
al

ia
na

 A
ik

ia
r 

20
 

5,
49

5 
マ

リ
ア

ナ
 I 

M
al

ia
na

 R
am

as
ko

ra
 

20
 

4,
27

7 
マ

リ
ア

ナ
 I 

M
al

ia
na

 D
iru

ab
en

 
20

 
4,

86
9 

マ
リ
ア

ナ
 I 

M
al

ia
na

 D
ire

ct
 se

ed
in

g 
20

 
5,

05
5 

マ
リ
ア

ナ
 I 

の
リ
ー

ド
農

家
 1

00
 戸

の
平

均
 

4,
81

0 

• 
20

23
年

雨
期

作
だ

け
で

な
く

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

FF
Sが

開
始

さ
れ

た
20

20
年

雨
期

作
以

降
、

FF
S実

施
村

は
変

更
さ

れ
て

も
、

高
い

単
収

が
安

定
的

に
維

持
さ

れ
て

い
る

。
 

リ
ー

ド
農

家
圃

場
の

平
均

単
収

（移
植

） 

作
期

 
 

ブ
ル

ト
（t

/h
a）

 
 

マ
リ
ア

ナ
 I（

t/h
a）

 

20
19

 雨
期

作
 

2.
5（

全
農

家
平

均
） 

2.
9（

全
農

家
平

均
） 

20
19

 乾
期

作
 

- 
- 

20
20

 雨
期

作
 

4.
5（

31
 リ

ー
ド

農
家

） 
4.

1（
39

 リ
ー

ド
農

家
） 

20
20

 乾
期

作
 

4.
7（

19
 リ

ー
ド

農
家

） 
4.

3（
9 

リ
ー

ド
農

家
） 

20
21

 雨
期

作
 

4.
5（

74
 リ

ー
ド

農
家

） 
5.

6（
79

 リ
ー

ド
農

家
） 

20
21

 乾
期

作
 

4.
2（

23
 リ

ー
ド

農
家

） 
4.

2（
60

 リ
ー

ド
農

家
） 

20
22

 雨
期

作
 

5.
5（

10
9 

リ
ー

ド
農

家
） 

5.
4（

10
4 

リ
ー

ド
農

家
） 

20
22

 乾
期

作
 

4.
8（

53
 リ

ー
ド

農
家

） 
4.

3（
73

 リ
ー

ド
農

家
） 

20
23

 雨
期

作
 

5.
1（

10
1 

リ
ー

ド
農

家
） 

4.
8（

10
0 

リ
ー

ド
農

家
）

出
所

：モ
ニ

タ
リ
ン

グ
シ

ー
ト
 

1.
3 

ブ
ル

ト
灌

漑
ス

キ
ー

ム
の

耕
作

面
積

が
20

19
年

の
42

6h
aか

ら
 

20
23

年
雨

期
作

に
60

0h
aに

増

加
す

る
。

 

• 
成

果
2チ

ー
ム

が
20

21
年

に
実

施
し

た
農

地
台

帳
の

調
査

で
は

、
ブ

ル
ト
の

雨
期

作
の

耕
作

面
積

は
62

9h
aと

推
定

さ
れ

た
。

20
23

年
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

よ
り

農
地

台
帳

が
ア

ッ

プ
デ

ー
ト
さ

れ
た

。
 

ブ
ル

ト
灌

漑
ス

キ
ー

ム
の

耕
作

面
積

 

年
 

耕
作

面
積

 

20
18

 
雨

期
作

 5
31

.6
ha

、
乾

期
作

 0
.5

ha
 

20
19

 
雨

期
作

 4
26

.4
ha

 (第
 4

 回
農

家
対

話
に

よ
る

調
査

)、
乾

期
作

 1
0.

5h
a 

20
20

 
雨

期
作

 7
70

ha
、

乾
期

作
 3

3h
a 

20
21

 
雨

期
作

 6
29

ha
（成

果
 2

 チ
ー

ム
に

よ
り

農
地

台
帳

の
調

査
が

実
施

さ
れ

た
） 

20
22

 
- 

20
23

 
雨

期
作

 6
19

ha
（プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

農
地

台
帳

に
か

か
る

調
査

） 

注
）乾

期
に

は
ラ

レ
イ

ア
川

の
水

量
が

減
少

し
取

水
が

不
十

分
と

な
る

た
め

、
耕

作
面

積
が

限
ら

れ
る

。

雨
期

作
に

お
け

る
ブ

ル
ト
灌

漑
ス

キ
ー

ム
耕

作
面

積
の

内
訳

 

            

1)
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
り

輸
入

が
停

滞
し

た
。

政
府

に
よ

る
食

糧
配

給
で

国
産

米
の

需
要

が
増

加
し

、
農

家
に

よ
る

作
付

け
が

増
加

し
た

。
 

2)
 ブ

ル
ト
灌

漑
ス

キ
ー

ム
の

土
地

面
積

は
79

8h
aで

あ
り

、
土

地
利

用
率

は
77

.6
％

（=
61

9h
a/

79
8h

a）
と

な
る

。
 

達
成

 

2：
灌

漑
施

設
の

維
持

管
理

シ

ス
テ

ム
が

強
化

さ
れ

る
。

 

2.
1 

20
19

年
5

月
の

0
％

か
ら

、

20
23

年
に

は
50

％
以

上
の

受
益

農
家

が
、

水
利

費
を

支
払

う
。

 

（ブ
ル

ト
） 

• 
W

U
A

の
年

間
活

動
計

画
に

沿
っ

て
、

20
23

年
の

水
利

費
徴

収
が

3月
か

ら
開

始
さ

れ
た

。
ブ

ル
ト
灌

漑
ス

キ
ー

ム
の

水
利

費
納

入
率

は
、

20
23

年
8月

18
日

時
点

で
約

 7
1

％
と

な
っ

た
。

 

• 
ブ

ル
ト
灌

漑
ス

キ
ー

ム
の

水
利

費
は

1缶
/h

aで
あ

る
。

1缶
=籾

12
kg

及
び

籾
1k

g=
$0

.4
0の

た
め

、
$4

.8
/h

aに
相

当
す

る
。

 

水
利

費
納

入
状

況
（ブ

ル
ト
灌

漑
ス

キ
ー

ム
） 

一
部

達
成

 

年
 

M
an

at
ut

o 
県

La
le

ia
 郡

 
B

au
ca

u 
県

V
em

as
e 郡

 
ブ

ル
ト
灌

漑
ス

キ
ー

ム
計

 

耕
作

者
数

 
耕

作
面

積
 

耕
作

者
数

 
耕

作
面

積
 

耕
作

者
数

 
耕

作
面

積
 

20
19

 
21

4 
16

2 
ha

 
25

8 
26

4 
ha

 
47

2 
42

6h
a 

20
20

 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
20

21
 

22
6 

17
4 

ha
 

49
6 

45
5 

ha
 

72
2 

62
9 

ha
1)

 

20
22

 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
20

23
 

- 
20

9h
a 

- 
41

0h
a 

- 
61

9h
a2)

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

作
期

ブ
ル
ト
（

t/h
a）

マ
リ
ア
ナ

I（
t/h

a）
20

19
雨

期
作

2.
5（

全
農

家
平

均
）

2.
9（

全
農

家
平

均
）

20
19

乾
期

作
-

-
20

20
雨

期
作

4.
5（

31
リ
ー

ド
農

家
）

4.
1（

39
リ
ー

ド
農

家
）

20
20

乾
期

作
4.

7（
19

リ
ー

ド
農

家
）

4.
3（

9
リ
ー
ド
農

家
）

20
21

雨
期

作
4.

5（
74

リ
ー

ド
農

家
）

5.
6（

79
リ
ー

ド
農

家
）

20
21

乾
期

作
4.

2（
23

リ
ー

ド
農

家
）

4.
2（

60
リ
ー

ド
農

家
）

20
22

雨
期

作
5.

5（
10

9
リ
ー

ド
農

家
）

5.
4（

10
4
リ
ー

ド
農

家
）

20
22

乾
期

作
4.

8（
53

リ
ー

ド
農

家
）

4.
3（

73
リ
ー

ド
農

家
）

20
23

雨
期

作
5.

1（
10

1
リ
ー

ド
農

家
）

4.
8（

10
0
リ
ー

ド
農

家
）

年
耕

作
面

積

20
18

雨
期

作
53

1.
6h

a、
乾

期
作

0.
5h

a
20

19
20

20
雨

期
作

42
6.

4h
a 

(第
4
回

農
家

対
話

に
よ
る
調

査
)、

乾
期

作
10

.5
ha

雨
期

作
77

0h
a、

乾
期

作
33

ha
20

21
雨

期
作

62
9h

a（
成

果
2
チ
ー

ム
に
よ
り
農

地
台

帳
の
調

査
が
実

施
さ
れ
た
）

20
22

-
20

23
雨

期
作

61
9h

a（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
農

地
台

帳
に
係
る
調

査
）
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年
 

納
入

総
額

 
納

入
済

農
家

数
 

総
受

益
農

家
数

 
納

入
率

（％
） 

 
 

現
物

納
入

（籾
） 

現
金

納
入

 
20

19
 

0 
0 

0 
01)

 
0 

20
20

 
1,

98
3k

g 
= 

$7
93

 
$2

82
 

30
2 

40
1 

75
.3
％

 
20

21
 

2,
77

0k
g 

= 
$1

,1
08

 
$5

5 
27

7 
65

2 
42

.5
％

 
20

22
 

5,
36

4k
g 

0 
40

7 
65

2 
62

.4
％

 
20

23
（8

/1
8 

時
点

） 
5,

41
8k

g 
=$

2,
16

7.
2 

0 
40

3 
56

5 
（仮

）2)
 

71
.3
％

（仮
） 

1)
 2

01
9年

ま
で

は
W

U
A

規
約

制
定

に
時

間
が

費
や

さ
れ

、
水

利
費

は
徴

収
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

 

2)
  水

利
費

は
雨

期
作

の
み

徴
収

さ
れ

る
。

耕
作

者
に

は
自

作
農
・

地
主

と
小

作
農

の
両

方
が

含
ま

れ
る

が
、

20
23

年
か

ら
自

作
農
・

地
主

か
ら

徴
収

す
る

こ
と

に
な

り
、
徴

収
率

が
上

昇
し

た
。

小
作

農
は

雨
期

後
に

圃
場

を
離

れ
て

山
に

戻
る

た
め

、
水

利
費

の
徴

収
が

困
難

に
な

っ
て

い
た

。
 

3)
  K

ab
u-

w
ee

（従
来

灌
漑

の
時

代
か

ら
の

支
線

水
路

水
管

理
人

）が
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

支
援

を
得

て
、

水
利

費
の

徴
収

に
責

任
を

も
つ

。
W

U
A

は
、

当
局

（郡
長

や
村

長
）と

協
力

し
て

水
利

費
の

納
入

に
努

め
て

い
る

。
 

（マ
リ
ア

ナ
I）

 

• 
マ

リ
ア

ナ
1の

20
23

年
の

水
利

費
の

納
入

率
は

28
％

で
あ

っ
た

。
水

利
費

は
$5

.5
0/

ha
で

あ
る

。
 

• 
納

入
率

が
低

い
こ

と
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

要
因

が
考

え
ら

れ
る

。
1)

20
23

年
は

降
雨

量
が

多
か

っ
た

、
2)

役
割

分
担

に
混

乱
が

あ
る

、
3)

未
納

入
者

に
対

す
る

処
罰

が
な

い
、

4)
以

前
の

W
U

A
へ

の
信

頼
の

欠
如

、
5)

Ch
ie

f 
of

 C
an

al
（
従

来
灌

漑
の

時
代

か
ら

の
支

線
水

路
水

管
理

人
）
の

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
問

題
、

6)
W

U
A

に
交

通
手

段
が

不
足

し
て

い
る

、
等

。
 

• 
今

後
の

水
利

費
納

入
の

改
善

に
向

け
た

提
言

を
検

討
中

。
 

水
利

費
納

入
状

況
（マ

リ
ア

ナ
I灌

漑
ス

キ
ー

ム
） 

年
 

納
入

総
額

 
納

入
済

農
家

数
 

総
受

益
農

家
数

 
納

入
率

（%
） 

20
19

 
$3

50
 

50
 

- 
- 

20
20

 
- 

- 
- 

- 
20

21
 

- 
- 

- 
- 

20
22

 
$2

,3
02

 
54

7 
1,

32
7 

41
.2

%
 

20
23

（8
/1

1 
時

点
） 

$1
,6

22
.5

0 
37

4 
1,

33
5（

仮
） 

28
.0

%
（仮

）

出
所

：モ
ニ

タ
リ
ン

グ
シ

ー
ト
 

（注
）支

線
水

路
水

管
理

人
に

つ
い

て
は

、
ブ

ル
ト
灌

漑
ス

キ
ー

ム
は

K
ab

u-
w

ee
、

マ
リ
ア

ナ
I灌

漑
ス

キ
ー

ム
は

Ch
ie

f 
of

 C
an

al
と

、
呼

び
名

が
異

な
っ

て
い

る
。

 

2.
2 

ブ
ル

ト
灌

漑
ス

キ
ー

ム
及

び
マ

リ
ア

ナ
I灌

漑
ス

キ
ー

ム
に

お
い

て
、

幹
線

水
路

及
び

支
線

水
路

が
農

家
に

よ
っ

て
清

掃
・

維
持

管

理
さ

れ
る

。
 

• 
ブ

ル
ト
灌

漑
ス

キ
ー

ム
、

マ
リ
ア

ナ
I灌

漑
ス

キ
ー

ム
の

両
方

で
、

20
23

年
雨

期
稲

作
開

始
前

に
、

水
路

の
清

掃
活

動
が

実
施

さ
れ

た
。

 

20
23

年
雨

期
作

 

        

20
22

年
雨

期
作

 

灌
漑

ス
キ

ー
ム

 
対

象
区

間
 

参
加

農
家

数

ブ
ル

ト
 

10
 支

線
水

路
 

 16
9 

マ
リ
ア

ナ
 I 

幹
線

水
路

 
12

1 
（
補

足
）
 こ

の
活

動
は

、
雨

期
が

始
ま

る
前

に
、

W
U

A
役

員
と

県
農

業
局

灌
漑

職
員

を
通

じ
て

、
W

U
A

メ
ン

バ
ー

全
員

が
協

力
し

て
実

施
す

る
。

ブ
ル

ト
と

マ
リ
ア

ナ
1で

は
、

地
元

の
祭

祀
行

事
を

勘
案

し
て

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

が
決

め
ら

れ
る

。
 

• 
施

設
の

運
営

・
維

持
管

理
（

O
&

M
）
に

つ
い

て
は

、
基

幹
施

設
（
頭

首
工

、
取

水
ゲ

ー
ト
、

幹
線

水
路

、
沈

砂
池

）
は

県
が

監
督

・
管

理
し

、
日

常
的

な
点

検
・
管

理
を

県
農

業

局
灌

漑
職

員
の

指
導

・
監

督
の

下
、

契
約

ス
タ

ッ
フ

で
あ

る
ゲ

ー
ト
キ

ー
パ

ー
が

担
っ

て
い

る
。

W
U

A
と

メ
ン

バ
ー

農
家

は
、

灌
漑

施
設

の
清

掃
（
堆

砂
除

去
、

除
草

な
ど

）
や

、

徴
収

し
た

水
利

費
を

利
用

し
た

小
規

模
修

繕
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

 

• 
水

路
清

掃
以

外
の

活
動

実
績

と
し

て
は

、
以

下
が

あ
る

。
 

1)
 灌

漑
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
く

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
の

運
営

・
維

持
管

理
活

動
（
頭

首
工

ゲ
ー

ト
の

適
時

操
作

、
灌

漑
施

設
の

日
常

点
検

、
潤

滑
油

塗
布

等
の

ゲ
ー

ト

維
持

管
理

な
ど

） 

2)
 各

種
記

録
簿

（操
作

記
録

簿
、

管
理

記
録

簿
、

徴
収

記
録

簿
な

ど
）へ

の
記

載
の

実
施

。
 

3)
 マ

リ
ア

ナ
I灌

漑
ス

キ
ー

ム
で

は
、

W
U

A
、

県
、

省
が

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

支
援

を
受

け
て

）
費

用
（
労

力
）
を

分
担

し
、

資
材

を
調

達
し

、
水

路
の

維
持

工
事

を
実

施
し

た
。

こ
れ

は
農

民
参

加
型

の
灌

漑
管

理
の

好
例

で
あ

る
。

 

達
成

 

3：
国

産
米

流
通

・販
売

シ
ス

 
テ

ム
が

強
化

さ
れ

る
。

 
3.

1 
ブ

ル
ト
灌

漑
ス

キ
ー

ム
及

び
マ

 
リ
ア

ナ
I灌

漑
ス

キ
ー

ム
の

農
家

 
• 

20
23

年
7月

31
日

現
在

、
民

間
事

業
者

に
販

売
さ

れ
た

籾
の

総
量

は
25

5.
1t

。
20

20
年

10
月

に
開

始
さ

れ
た

Ce
sta

  
Ba

sic
aプ

ロ
グ

ラ
ム

が
20

23
年

に
実

施
さ

れ
る

か
ど

う
か

は

不
明

で
あ

り
、

こ
の

指
標

が
20

23
年

に
達

成
さ

れ
る

可
能

性
は

低
い

。
 

未
達

成
 

灌
漑

ス
キ

ー
ム

 
対

象
区

間
 

活
動

期
間

 
活

動
日

数
 

参
加

農
家

数
 

総
計

 
日

平
均

 

ブ
ル

ト
 

幹
線

水
路

 
11

/1
4/

20
22

-1
2/

6/
20

22
 

12
 d

ay
s 

91
8 

77
 

マ
リ
ア

ナ
 I 

幹
線

水
路

 
11

/1
6/

20
22

-1
1/

18
/2

02
2 

3 
da

ys
 

20
4 

68
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
納

入
総

額
納

入
済

農
家

数
総

受
益

農
家

数
納

入
率

（
％
）

20
19

$3
50

50
-

-
20

20
-

-
-

-
20

21
-

-
-

-
20

22
$2

,3
02

54
7

1,
32

7
41

.2
％

20
23

（8
/1

1
時

点
）

$1
,6

22
.5

0
37

4
1,

33
5（

仮
）

28
.0
％
（
仮

）

灌
漑

ス
キ
ー

ム
対

象
区

間
参

加
農

家
数

ブ
ル
ト

10
支

線
水

路
16

9
マ
リ
ア
ナ

I
幹

線
水

路
12

1
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よ
り

、
年

間
計

50
0t

以
上

の
籾

が
 

CA
A

K
U

Bや
A

CE
LD

A
な

ど
の

 

民
間

事
業

者
に

販
売

さ
れ

る
。

 

• 
20

21
年

以
前

は
、

PD
M

指
標

は
「全

国
の

農
家

に
よ

り
、

民
間

セ
ク

タ
ー

を
通

じ
て

年
間

合
計

50
0t

以
上

の
籾

が
販

売
さ

れ
る

」で
あ

っ
た

が
、

20
22

年
に

指
標

が
改

定
さ

れ
、

ブ

ル
ト
と

マ
リ
ア

ナ
Iの

農
家

の
み

に
よ

る
販

売
に

限
定

さ
れ

た
。

 

• 
20

22
年

及
び

20
23

年
と

も
に

、
販

売
先

が
不

明
、

領
収

書
な

ど
の

記
録

が
な

い
等

で
、

農
家

が
民

間
に

販
売

し
た

実
際

の
籾

の
総

量
を

把
握

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

。
 

ブ
ル

ト
灌

漑
ス

キ
ー

ム
及

び
マ

リ
ア

ナ
I灌

漑
ス

キ
ー

ム
の

農
家

に
よ

る
民

間
事

業
者

へ
の

販
売

量
 *

) 
          

1)
 2

02
3年

の
数

値
は

1月
か

ら
7月

末
ま

で
の

数
値

。
 

2)
  2

02
0年

及
び

20
21

年
の

「
そ

の
他

」
に

つ
い

て
は

、
U

N
D

P緊
急

救
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

、
M

TC
I/S

EC
O

O
Pが

主
導

す
る

C
es

ta
 B

as
ic

aに
コ

メ
を

供
給

し
た

「L
oj

a D
os

 
A

ric
ul

tu
re

s」
に

よ
る

数
値

。
 

3)
 2

02
2年

の
80

5t
は

 C
es

ta
 B

as
ic

aプ
ロ

グ
ラ

ム
の

契
約

を
受

け
た

民
間

企
業

に
販

売
さ

れ
た

数
量

。
 

*)
 2

02
1年

以
前

に
つ

い
て

は
、

全
国

の
農

家
が

民
間

セ
ク

タ
ー

に
販

売
し

た
籾

の
数

量
。

20
22

年
以

降
に

つ
い

て
は

、
ブ

ル
ト
と

マ
リ
ア

ナ
1の

農
家

が
販

売
し

た
籾

の
数

量
。

こ
の

変
更

は
、

PD
M

指
標

3.
1の

改
訂

に
対

応
し

た
も

の
。

 

 

3.
2 

レ
ス

ト
ラ

ン
、

ホ
テ

ル
、

フ
ァ

ー

マ
ー

ズ
・マ

ー
ケ

ッ
ト
等

の
民

間

事
業

者
を

対
象

に
国

産
米

の

販
路

が
拡

大
す

る
。

 

• 
CA

A
K

U
B、

A
CE

LD
A

  
及

び
そ

の
他

の
民

間
企

業
は

、
20

22
年

は
ホ

テ
ル

、
レ

ス
ト
ラ

ン
、

カ
フ

ェ
、

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
（L

oj
aを

含
む

）を
含

む
少

な
く

と
も

27
社

 

（マ
リ
ア

ナ
Iで

23
社

、
ブ

ル
ー

ト
で

4社
）、

20
23

年
は

24
社

に
コ

メ
を

販
売

し
て

い
た

。
こ

れ
ら

に
よ

り
、

国
産

米
の

民
間

販
路

は
拡

大
し

て
い

る
と

言
え

る
。

 

販
売

先
 

販
売

先
 

20
18

 
20

19
 

20
20

 
20

21
 

20
22

 
20

23
 

ホ
テ

ル
 

2 
6 

- 
0 

0 
0 

レ
ス

ト
ラ

ン
 

13
 

5 
- 

7 
10

 
8 

カ
フ

ェ
 

- 
2 

- 
1 

1 
1 

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
（L

oj
a 

含
む

） 
3 

5 
5 

10
 

16
 

15
 

販
路

計
 

18
 

18
 

5 
18

 
27

 
24

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
が

設
置

を
支

援
し

た
Lo

ja
に

お
け

る
コ

メ
販

売
量

（k
g）

 

              

*)
 2

02
3年

の
デ

ー
タ

は
1月

～
7月

末
ま

で
。

 
*2

) 
白

米
（

M
em

br
am

o）
は

O
ec

us
si

県
の

特
定

品
種

 

達
成

 

4：
政

府
の

コ
メ

買
い

取
り

／
配

付
シ

ス
テ

ム
が

改
善

さ
れ

る
。

 

4.
1 

政
府

に
よ

る
国

産
米

買
い

取
り

及
び

配
付

の
計

画
が

毎
年

立
て

ら
れ

る
。

 

• 
20

22
年

、
N

LC
は

コ
メ

の
買

取
シ

ス
テ

ム
を

大
幅

に
変

更
し

た
が

、
計

画
通

り
、

東
テ

ィ
モ

ー
ル

全
国

か
ら

1,
50

0t
の

精
米

を
購

入
し

た
。

20
23

年
は

、
N

LC
は

全
国

か
ら

 

3,
60

0t
の

籾
を

購
入

す
る

こ
と

を
表

明
し

て
い

る
。

 

• 
N

LC
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

作
成

し
た

「コ
メ

の
品

質
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

」、
「N

LC
コ

メ
買

い
取

り
に

係
る

SO
P」

、
「5

S/
K

A
IZ

EN
研

修
」を

活
用

し
て

い
る

。
 

• 
近

年
N

LC
は

買
取

予
定

量
を

明
ら

か
に

し
て

い
る

も
の

の
、

予
算

の
事

情
が

あ
る

た
め

か
、

そ
う
し

た
情

報
を

入
手

す
る

こ
と

は
困

難
と

な
っ

て
い

る
。

 

N
LC

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
・
全

国
か

ら
の

買
取

計
画

・
実

績
（t

） 

達
成

 

 
年

 
買

取
地

域
 

計
画

（A
） 

実
績

（B
） 

（
B

）
-（

A
） 

 

20
19

 
マ

リ
ア

ナ
 

不
明

 
34

2 
- 

ブ
ル

ト
 

不
明

 
0 

- 
合

計
 

不
明

 
34

2 
- 

20
20

 
マ

リ
ア

ナ
 

65
0 

36
 

▲
61

4 
ブ

ル
ト
 

35
0 

6 
▲

34
4 

合
計

 
1,

00
0 

42
 

▲
95

8 

20
21

 
マ

リ
ア

ナ
 

68
0 

46
6 

▲
21

4 
ブ

ル
ト
 

25
0 

0 
▲

25
0 

合
計

 
93

0 
46

6 
▲

46
4 

 
マ

リ
ア

ナ
 

30
0 

（精
米

） 
32

9 
（
籾

ベ
ー

ス
換

算
） 

 

 
20

17
 

20
18

 
20

19
 

20
20

 
20

21
 

20
22

 
20

23
1)

 

CA
A

K
U

B（
農

家
組

合
） 

39
.6

t 
87

.7
t 

93
.4

t 
59

.3
t 

91
.9

t 
46

.1
t 

64
.3

t 
A

CE
LD

A
（民

間
企

業
） 

46
.9

t 
25

3.
7t

 
12

2.
5t

 
28

7.
8t

 
16

3.
1t

 
64

.3
t 

30
.0

t 
そ

の
他

 
- 

- 
10

5.
0t

 
46

8.
9t

2)
 

55
.8

t2)
 

80
5.

0t
3)

 
16

0.
8t

 
計

 
86

.5
t 

34
1.

4t
 

32
0.

9t
 

81
6.

0t
 

31
0.

8t
 

91
5.

4t
 

25
5.

1t
 

品
種

 
Lo

ja
 1

 T
im

or
-P

la
za

 
Lo

ja
 2

 F
at

u-
ha

da
 

20
20

 
20

21
 

20
22

 
20

23
* 

20
20

 
20

21
 

20
22

 
20

23
* 

白
米

 
10

,1
24

.0
 

3,
77

7.
5 

1,
65

2.
0 

2,
25

1.
0 

25
,6

09
.0

 
6,

93
9.

0 
7,

19
2.

0 
3,

40
7.

0 
白

米
（M

em
br

am
o*

2 ）
 

58
0.

0 
1,

52
0.

0 
68

0.
0 

0.
0 

41
0.

0 
4,

65
0.

0 
2,

03
9.

0 
23

0.
0 

赤
米

 
9,

17
4.

0 
9,

85
2.

5 
7,

85
1.

5 
5,

94
0.

5 
3,

91
6.

0 
9,

89
0.

0 
17

,9
43

.5
 

10
,7

67
.0

 
黒

米
 

4,
05

5.
0 

7,
41

8.
9 

4,
45

9.
5 

2,
84

0.
5 

1,
41

2.
5 

9,
13

2.
0 

7,
02

8.
0 

2,
17

8.
0 

年
間

販
売

量
（k

g）
 

23
,9

33
.0

 
22

,5
68

.9
 

14
,6

43
.0

 
11

,0
32

.0
 

31
,3

47
.5

 
30

,6
11

.0
 

34
,2

02
.5

 
16

,5
82

.0
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

販
売

先
20

18
20

19
20

20
20

21
20

22
20

23
ホ
テ
ル

2
6

-
0

0
0

レ
ス
ト
ラ
ン

 
13

5
-

7
10

8
カ
フ
ェ

-
2

-
1

1
1

3
ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ
ト
（

Lo
ja
含

む
）

5
5

10
16

15
販

路
計

18
18

5
18

27
24
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20
22

1)
 

   
20

23
 

ブ
ル

ト
 

合
計

全
国

 

マ
リ
ア

ナ

ブ
ル

ト
 

全
国

 

17
5 

（精
米

） 

47
5 

（精
米

） 

1,
50

0 
（
精

米
） 

- - 3,
60

0t
 

22
3 

（
籾

ベ
ー

ス
換

算
） 

55
2 

（
籾

ベ
ー

ス
換

算
） 

1,
50

0 
（
精

米
） 

- - 2,
51

9t
2)

 

  
±

0 
- - ▲

1,
08

1t
 

1)
  2

02
2年

、
N

LC
は

設
備

故
障

の
た

め
、

全
量

、
籾

の
購

入
か

ら
精

米
の

購
入

に
切

り
替

え
た

。
こ

れ
に

伴
い

、
「N

LC
米

買
い

取
り

に
係

る
SO

P」
が

「バ
ー

ジ
ョ
ン

2」
に

改

訂
さ

れ
た

。
 

2)
 2

02
3年

の
実

績
量

2,
51

9t
は

、
以

下
の

N
LC

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

か
ら

の
数

量
。

籾
1,

58
6.

3t
と

精
米

56
0t

（精
米

率
60

%
で

、
籾

換
算

で
は

93
3t

）の
合

計
。

 

20
23

年
8月

時
点

の
N

LC
買

取
量

 

農
産

物
 

予
算

（$
） 

量
（t

） 
契

約
企

業
数

 

Pa
dd

y 
82

4,
87

4 
1,

58
6.

30
 

24
 

Lo
ca

l R
ic

e 
(m

ill
ed

) 
70

0,
00

0 
56

0 
4 

M
ai

ze
 

75
,0

00
 

15
0 

3 
M

un
gb

ea
n 

55
0,

00
0 

29
5 

9 
R

ed
 B

ea
n 

45
0,

00
0 

18
0 

8 
Im

po
rte

d 
Ri

ce
 

2,
95

0,
50

0 
4,

21
5 

4 
合

計
 

5,
55

0,
37

4 
2,

77
1.

30
 

52
 

 

4.
2 

政
府

買
い

取
り

の
支

払
い

時

期
が

農
家

の
ニ

ー
ズ

に
合

う
よ

 

出
典

）2
02

3/
9/

5の
N

LC
エ

グ
ゼ

ク
テ

ィ
ブ

・ダ
イ

レ
ク

タ
ー

面
談

時
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

 

• 
N

LC
マ

リ
ア

ナ
倉

庫
ス

タ
ッ

フ
は

、
コ

メ
の

購
入

か
ら

支
払

い
ま

で
の

手
続

き
を

定
め

た
「

N
LC

コ
メ

買
い

取
り

に
係

る
SO

P」
を

理
解

し
て

い
る

。
さ

ら
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

、
 

達
成

 

20
23

年
2月

16
日

に
N

LC
バ

ウ
カ

ウ
倉

庫
と

ナ
タ

ル
ボ

ラ
倉

庫
の

管
理

者
に

SO
Pに

つ
い

て
説

明
し

た
。

 

う
、

N
LC

か
ら

農
家

や
民

間
企

業
・

 2
02

3年
1月

と
2月

に
、

N
LC

は
マ

リ
ア

ナ
と

ブ
ル

ト
で

買
い

取
り

手
順

を
説

明
す

る
ソ

ー
シ

ャ
ル

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ
ン

・
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
（
農

民
向

け
説

明
会

）
を

実
施

し
た

。
プ

ロ
 

へ
の

適
切

な
支

払
い

シ
ス

テ
ム

が
導

入
さ

れ
る

。
 

ジ
ェ

ク
ト
は

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
実

施
を

支
援

し
た

（
郡

庁
舎

の
会

議
室

の
確

保
、

買
い

取
り

手
続

き
の

説
明

へ
の

補
足

、
農

家
（
団

体
）
や

民
間

企
業

の
必

要
書

類
作

成
の

支
援

な

ど
）
。

 

• 
N

LC
は

民
間

業
者

や
農

家
組

合
に

対
し

て
、

買
い

取
り

後
約

1カ
月

程
度

で
支

払
い

（銀
行

振
り

込
み

）を
実

施
し

た
。

ま
た

、
民

間
業

者
か

ら
農

家
へ

の
支

払
い

は
、

買
い

取
り

と
同

時
に

現
金

支
払

い
で

行

わ
れ

た
。

 

4.
3 

N
LC

に
よ

っ
て

、
ブ

ル
ト
灌

漑
ス
・

20
22

年
、

N
LC

は
民

間
業

者
14

社
と

米
購

入
契

約
を

締
結

し
、

計
画

ど
お

り
全

国
か

ら
1,

50
0t

の
コ

メ
（精

米
）を

買
い

取
っ

た
。

ブ
ル

ト
と

マ
リ
ア

ナ
か

ら
は

、
籾

ベ
ー

ス
で

合
 

達
成

 

キ
ー

ム
、

マ
リ
ア

ナ
I灌

漑
ス

キ
ー

 
計

55
2t

（
精

米
ベ

ー
ス

で
は

33
1t

）を
買

い
取

っ
た

。
 

ム
、

及
び

そ
の

周
辺

地
域

で
、

年
・

N
LC

は
、

20
23

年
は

全
国

か
ら

3,
60

0t
の

籾
を

買
い

取
る

計
画

で
あ

り
、

8月
現

在
、

全
国

か
ら

籾
1,

58
6t

、
精

米
56

0t
（籾

ベ
ー

ス
で

93
3t

）の
計

2,
51

9t
を

買
い

取
っ

て
い

る
。

 

間
1,

00
0t

以
上

の
籾

が
買

い
取

ら

れ
る

。
 

マ
リ
ア

ナ
I、

ブ
ル

ト
か

ら
の

買
取

量
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
調

べ
で

計
1,

00
2t

で
あ

る
。

 

N
LC

に
よ

る
ブ

ル
ト
灌

漑
ス

キ
ー

ム
、

マ
リ
ア

ナ
I灌

漑
ス

キ
ー

ム
及

び
そ

の
周

辺
地

域
で

の
籾

の
買

取
量

 

灌
漑

ス
キ

ー
ム

 
20

19
 

20
20

 
20

21
 

20
22

 
20

23
 

マ
リ
ア

ナ
 I 

34
2t

 
36

 t 
46

6t
 

32
9t

 
96

2 
t2)

 

ブ
ル

ト
 

0t
 

6t
 

0t
 

22
3t

 
40

.1
t 

計
 

34
2t

 
42

t1)
 

46
6t

 
55

2t
 （

籾
ベ

ー
ス

換
算

） 
1,

00
2.

1t
 

1)
 2

02
0年

の
買

取
量

の
減

少
は

、
CO

V
ID

-1
9の

影
響

に
よ

る
。

 

2)
 既

に
、

44
7t

の
精

米
（精

米
率

60
%

で
74

5t
の

籾
に

換
算

）と
21

7t
の

籾
を

購
入

し
て

い
る

。
 

4.
4 

N
LC

倉
庫

の
棚

卸
し

が
実

施
さ
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

は
、

20
23

年
1月

か
ら

2月
に

か
け

て
、

N
LC

幹
部

（
エ

グ
ゼ

ク
テ

ィ
ブ

・
ダ

イ
レ

ク
タ

ー
を

含
む

）
を

対
象

に
、

棚
卸

し
と

5S
/K

A
IZ

EN
研

修
を

実
施

し
た

。
 

達
成

れ
、

四
半

期
ご

と
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
・

N
LC

倉
庫

の
1月

か
ら

3月
ま

で
の

四
半

期
の

棚
卸

し
デ

ー
タ

が
報

告
さ

れ
て

い
る

。
 

に
報

告
さ

れ
る

。
 

倉
庫

の
棚

卸
し

デ
ー

タ
 

倉
庫

 
Ti

ba
r 

M
al

ia
na

 
Ba

uc
au

 
N

at
ar

bo
ra

 
/M

an
at

ut
o 

Be
bo

ra
/D

ili
 

(I
m

po
rtt

ed
 R

ic
e)

 
M

au
be

si 

倉
庫

数
 

3 
1 

2 
1 

3 
1 

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

(t)
 

27
,0

00
 

50
0 

6,
00

0 
5,

00
0 

15
,0

00
 

5,
00

0 
精

米
（t

） 
1,

07
2 

95
 

42
8 

0 
1,

37
6 

- 
放

出
さ

れ
た

精
米

（t
） 

19
5 

0 
0 

0 
1,

25
0 

- 
保

管
中

の
精

米
（t

） 
87

7 
95

 
42

8 
0 

12
6 

- 
籾

（t
） 

25
3 

46
6 

0 
16

3 
0 

- 
放

出
さ

れ
た

籾
（t

） 
14

7 
46

6*
 

0 
0 

0 
- 

保
管

中
の

籾
（t

） 
10

6 
0 

0 
16

3 
0 

- 
*)

 
マ

リ
ア

ナ
倉

庫
か

ら
放

出
さ

れ
た

籾
46

6t
は

委
託

さ
れ

た
民

間
会

社
に

よ
り

精
米

さ
れ

、
テ

ィ
バ

ー
ル

倉
庫

に
移

送
さ

れ
た

。
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5：

M
A

F主
導

で
、

プ
ロ

ジ
ェ

 

ク
ト
か

ら
得

ら
れ

た
教

訓
が

他
県

の
関

係
者

に
共

有
さ

れ
る

。
 

5.
1 

協
働

ア
プ

ロ
ー

チ
を

共
有

す

る
た

め
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動

に
関

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
が

、
 

5つ
の

近
代

的
灌

漑
ス

キ
ー

ム

の
関

係
者

を
対

象
に

、
M

A
F

主
導

で
実

施
さ

れ
る

。
 

• 
5つ

の
近

代
的

灌
漑

ス
キ

ー
ム

：
La

ris
ul

a,
 C

ar
au

lu
n,

 O
eb

ab
a,

 B
eb

ui
 an

d 
To

no
. 

• 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
上

の
5つ

の
近

代
的

灌
漑

ス
キ

ー
ム

の
中

か
ら

、
ビ

ケ
ケ

県
Be

bu
i灌

漑
ス

キ
ー

ム
及

び
バ

ウ
カ

ウ
県

La
ris

ul
a灌

漑
ス

キ
ー

ム
の

現
地

視
察

を
行

っ
た

。
 

• 
イ

ネ
の

雨
期

作
・
乾

期
作

、
灌

漑
施

設
の

運
営

・
維

持
管

理
、

コ
メ

の
品

質
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
な

ど
に

関
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

共
有

す
る

た
め

の
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
（会

議
や

 

達
成

 

セ
ミ
ナ

ー
）が

次
の

と
お

り
開

催
さ

れ
た

。
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
サ

イ
ト
外

の
関

係
者

に
対

す
る

W
/S

 
 

日
 

参
加

者
 

活
 

動
 

 

 

20
19

年
10

月
 

ラ
リ

ス
ラ

灌
漑

ス
キ

ー
ム

及
び

ベ
ブ

イ
灌

漑
ス

キ
ー

ム
か

ら
県

農
業
 ブ

ル
ト
灌

漑
ス

キ
ー

ム
に

招
待

し
、

現
場

視
察

と
と

も
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動

を
局

長
、

郡
長

、
村

長
、

普
及

員
、

農
家

代
表

な
ど

計
19

名
 

紹
介

す
る

研
修

を
実

施
し

た
。

 

 

20
19

年
10

月
 

オ
エ

バ
バ

灌
漑

ス
キ

ー
ム

及
び

カ
ラ

ウ
ル

ン
灌

漑
ス

キ
ー

ム
か

 
マ

リ
ア

ナ
灌

漑
ス

キ
ー

ム
に

招
待

し
、

現
場

視
察

と
と

も
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
ら

県
農

業
局

長
、

村
長

、
普

及
員

、
農

家
代

表
な

ど
計

23
名

 
を

紹
介

す
る

研
修

を
実

施
し

た
。

 

20
22

年
8月

 
- 

ラ
リ
ス

ラ
灌

漑
ス

キ
ー

ム
、

ベ
ブ

イ
灌

漑
ス

キ
ー

ム
の

土
地

利
用

、
イ

ネ
栽

培
 

 

状
況

、
灌

漑
施

設
・灌

漑
状

況
等

の
現

地
視

察
を

行
っ

た
。

 
 

20
23

年
4月

 
他

地
域

（ラ
ウ

テ
ン

県
、

ヴ
ィ

ケ
ケ

県
、

コ
バ

リ
マ

県
、

マ
ヌ

フ
ァ

ヒ
 

デ
ィ

リ
に

招
き

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
や

教
訓

を
共

有
す

る
と

と
も

に
、

参
加

型
 

 

県
、

オ
エ

ク
シ

県
）の

県
農

政
局

長
や

灌
漑

職
員

 
灌

漑
管

理
の

実
践

研
修

を
実

施
し

た
。
 

 

20
23

年
7月

 
オ

エ
ク

シ
県

、
バ

ウ
カ

ウ
県

、
マ

ナ
ツ

ト
県

ナ
タ

ル
ボ

ラ
の

、
N

LC
 

コ
メ

品
質

管
理

O
JT

を
、

デ
ィ

リ
（7

月
13

日
）、

マ
リ
ア

ナ
（7

月
20

日
）、

及
び

 

員
、

N
LC

倉
庫

職
員

、
県

農
業

局
職

員
、

コ
メ

流
通

に
関

連
す

 
 

職
バ

ウ
カ

ウ
（
7月

27
日

）に
て

実
施

し
た

。
 

る
関

係
者

 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
サ

イ
ト
間

・内
に

お
け

る
活

動
 

 

日
 

参
加

者
 

活
 

動
 

 

 

20
22

/5
/1

1-
14

 
マ

リ
ア

ナ
I灌

漑
ス

キ
ー

ム
の

10
名

 
ブ

ル
ト
灌

漑
ス

キ
ー

ム
を

訪
問

。
 

 

20
22

年
9月

 
M

A
F関

係
者

、
地

元
行

政
官

な
ど

 
乾

期
作

の
収

穫
祭

と
共

に
、

乾
期

作
の

結
果

を
関

係
者

で
共

有
し

た
。

 
ブ

 
ル

ト
で

は
、

乾
期

に
10

0h
a以

上
の

作
付

け
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
関

係
者

 

 

が
認

識
し

た
。

 
 

20
22

年
10

月
 

政
府

機
関

、
地

元
行

政
機

関
、

大
学

、
民

間
業

者
、

農
家

組
合

 
コ

メ
品

質
管

理
短

期
専

門
家

が
派

遣
中

の
調

査
や

視
察

に
基

づ
き

コ
メ

品
 

 

な
ど

の
幅

広
い

関
係

者
 

質
基

準
案

を
話

し
合

う
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

す
る

こ
と

を
支

援
し

た
。
 

 

20
22

年
12

月
 

M
A

F本
省

普
及

局
職

員
、

普
及

員
、

W
U

A
代

表
、

CA
A

K
U

B 
雨

期
作

の
主

に
成

果
１
の

活
動

に
係

る
準

備
会

議
開

催
を

側
面

支
援

し
、

農
家

組
合

、
N

LC
を

含
む

多
く

の
関

係
者

 
20

23
年

の
籾

販
売

に
つ

い
て

も
議

論
。

 

 

20
23

年
2月

及
 

マ
リ
ア

ナ
I灌

漑
ス

キ
ー

ム
の

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
や

農
業

局
灌

漑
 

ブ
ル

ト
灌

漑
ス

キ
ー

ム
を

訪
問

し
、

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
を

対
象

と
し

た
合

同

び
3月

 
職

員
 

O
JT

を
実

施
し

、
土

砂
吐

き
ゲ

ー
ト
操

作
や

潤
滑

油
差

し
込

み
等

の
施

設
 

O
&

M
を

共
に

学
ん

だ
。

 
N

ot
e)

 

 

6：
国

産
米

振
興

政
策

立
案

に

必
要

な
オ

プ
シ

ョ
ン

が
関

係
者

に
よ

り
準

備
さ

れ
共

有
さ

れ
る

。
 

6.
1 

国
産

米
の

増
産

に
必

要
な

政
策

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
が

タ
ス

ク

フ
ォ

ー
ス

に
よ

り
議

論
さ

れ
る

。
 

• 
以

下
の

活
動

が
実

施
さ

れ
て

き
た

が
、

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
設

置
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

 
未

達
成

 

(1
) 

国
産

米
増

産
の

た
め

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
案

が
短

期
専

門
家

に
よ

っ
て

作
成

さ
れ

、
M

A
F担

当
に

説
明

さ
れ

た
。

 

(2
) 

M
A

F担
当

の
調

整
に

よ
り

、
20

22
年

6月
に

は
、

CM
EA

大
臣

、
当

省
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
、

前
M

A
F大

臣
（当

時
）が

集
ま

り
、

大
臣

か
ら

は
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

の
立

ち
上

げ

を
急

ぐ
よ

う
に

と
の

言
及

が
あ

っ
た

。
 

 

(3
) 

20
22

年
12

月
6日

の
第

11
回

JC
Cに

お
い

て
、

当
該

M
A

F担
当

が
成

果
6の

サ
ブ

マ
ネ

ジ
ャ

ー
に

就
く
こ

と
が

合
意

さ
れ

た
。

 
(4

) 
同

月
14

日
に

は
、

M
A

F大
臣

室
か

ら
M

TC
I大

臣
宛

て
（c

c：
CM

EA
、

M
A

F、
JI

CA
事

務
所

な
ど

）に
対

し
、

コ
メ

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
/タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

設
立

の
た

 

 

め
の

事
前

会
議

開
催

の
リ
ク

エ
ス

ト
レ

タ
ー

が
発

出
さ

れ
た

。
 

 

(5
) 

同
日

に
、

M
A

F大
臣

名
で

当
該

M
A

F担
当

が
成

果
6の

サ
ブ

マ
ネ

ジ
ャ

ー
に

就
く
こ

と
が

承
認

さ
れ

た
。

 

(6
) 

そ
れ

以
降

、
当

C/
Pに

よ
り
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

立
ち

上
げ

の
調

整
が

行
わ

れ
た

も
の

の
、

い
ま

だ
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

は
立

ち
上

が
っ

て
い

な
い

。
 

(7
) 

本
年

中
に

当
C/

Pに
よ

り
Jo

in
t D

isp
at

ch
の

改
訂

版
が

作
成

さ
れ

、
M

A
F農

業
総

局
長

（プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
・

ダ
イ

レ
ク

タ
ー

）及
び

大
臣

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

で
確

認
さ

れ
、
 

CM
EA

に
提

出
さ

れ
た

。
し

か
し

、
双

方
の

間
に

若
干

の
誤

解
が

あ
り

、
CM

EA
が

再
度

書
類

を
作

成
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
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12．Transition of PDM Narrative Summary (Overall Goal, Project Purpose, Outputs)
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y 
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e 
Pr

oj
ec

t 
（
1
）
 政

策
の

実
施

に
関

す
る

提
言

 

• 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

発
現

の
た

め
に

は
、

東
テ

ィ
モ

ー
ル

政
府

が
開

発
の

初
期

段
階

に
お

け
る

国
産

米
振

興
に

係
る

政
策

を
実

行
に

移
す

こ
と

が

必
要

で
あ

る
。

 

• 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

は
、

M
A

Fと
N

LC
を

含
む

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
と

政
策

対
話

を
行

い
、

東
テ

ィ
モ

ー
ル

政
府

の
国

産
米

振
興

に
係

る
政

策
実

施
を

促
進

す
る

。
 

 • 
国

産
米

振
興

に
向

け
た

政
策

実
施

に
つ

い
て

は
、

「N
LC

コ
メ

買
い

取
り

に
係

る
SO

P」
を

作
成

し
、

N
LC

 の
計

画
的

な
買

い
取

り
体

制
の

改
善

を
支

援
し

た
。

学
校

給
食

プ
ロ

グ
ラ

ム
用

へ
の

国
産

米
買

い
取

り
に

つ
い

て
は

、
実

施
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

 

• 
輸

入
米

に
対

す
る

関
税

措
置

等
の

可
能

性
を

含
め

た
政

策
の

検
討

に
つ

い
て

は
、

成
果

 5
（
の

ち
に

成
果

 6
）
と

し
て

改
訂

PD
M

に

加
え

ら
れ

た
。

20
22

 年
に

は
成

果
 6

 の
サ

ブ
マ

ネ
ジ

ャ
ー

に
 M

A
F 

担
当

者
が

任
命

さ
れ

る
な

ど
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

は
多

く
の

努
力

が
な

さ
れ

た
が

、
政

策
対

話
を

推
進

す
る

た
め

の
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

は
ま

だ
立

ち
上

が
っ

て
い

な
い

。
 

（2
）農

家
へ

の
共

同
ア

プ
ロ

ー
チ

に
関

す
る

提
言

 

• 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

持
続

性
を

確
保

す
る

た
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
前

半
で

実
施

し
て

き
た

対
象

地
域

関
係

者
と

の
協

力
関

係

を
継

続
す

る
こ

と
に

加
え

、
東

テ
ィ

モ
ー

ル
政

府
に

よ
る

普
及

方
法

に
統

合
さ

せ
る

形
で

活
動

を
実

施
す

る
こ

と
を

検
討

す
る

。
 

• 
具

体
的

に
は

、
農

業
普

及
員

を
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
に

お
け

る
普

及
・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
活

動
に

よ
り

参
加

さ
せ

る
よ

う
に

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
後

  
  

 

も
東

テ
ィ

モ
ー

ル
の

中
央

政
府

及
び

地
方

政
府

が
国

産
米

の
生

産
及

び
販

売
を

増
や

す
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
引

き
継

ぐ
こ

と
が

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
 

• 
20

19
/2

0 
年

雨
期

作
よ

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

独
自

の
教

材
で

は
な

く
 M

A
F 

の
 P

A
D

 マ
ニ

ュ
ア

ル
の

技
術

パ
ッ

ケ
ー

ジ
を

使
用

し
、

 

FF
S 

の
普

及
・モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

普
及

員
を

参
加

さ
せ

る
方

針
に

転
換

し
た

。
 

• 
FF

S 
は

、
モ

デ
ル

農
家

を
農

家
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
と

し
て

選
定

し
、

モ
デ

ル
農

家
の

周
辺

農
家

（リ
ー

ド
農

家
）
約

 2
0 

名
が

作
期

中

に
 5

～
6 

回
FF

S 
サ

イ
ト
（
モ

デ
ル

農
家

の
展

示
圃

場
）
に

集
ま

り
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
行

わ
れ

た
。

対
象

地

域
の

普
及

員
は

、
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
と

し
て

 F
FS

 に
参

加
し

た
。

 

(3
）マ

ー
ケ

ッ
ト
に

関
す

る
提

言
 

• 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

は
東

テ
ィ

モ
ー

ル
に

お
け

る
プ

レ
ミ
ア

米
市

場
を

開
拓

す
る

た
め

に
、

コ
メ

の
生

産
量

増
加

だ
け

で
な

く
質

の
向

上
に

も
取

り
組

ん
で

い
く

。
輸

入
米

に
対

す
る

競
争

力
を

つ
け

て
国

産
米

の
販

売
を

増
加

さ
せ

る
た

め
に

は
、

高
級

品
市

場
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

で
き

る
品

質
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

 

• 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

コ
メ

を
格

付
け

し
、

品
質

デ
ー

タ
に

基
づ

い
て

買
い

取
り

価
格

を
決

定
さ

れ
る

よ
う
「コ

メ
の

品
質

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
」を

作
成

し
た

。
 

（4
）プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

体
制

に
関

す
る

提
言

 

• 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
の

地
方

自
治

体
も

実
施

機
関

に
加

え
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
で

は
既

に
郡

役
場

や
村

長
な

ど
、

地
方

自
治

体
と

も
連

携
し

て
お

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
に

お
け

る
重

要
な

プ
レ

ー
ヤ

ー
、

フ
ァ

シ
リ
テ

ー
タ

ー
と

し
て

の
役

割
が

期
待

さ
れ

る
。

 

 

• 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
の

県
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

お
け

る
重

要
な

役
割

を
考

慮
し

て
、

改
訂

 P
D

M
 で

裨
益

者
に

追
加

さ
れ

た
。

 

（5
）プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

運
営

に
関

す
る

提
言

 

• 
現

行
の

PD
M

（V
er

sio
n 

1.
0）

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

行
わ

れ
た

さ
ま

ざ
ま

な
変

更
に

基
づ

い
て

改
訂

し
、

残
り

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
で

は
本

調
査

団
に

よ
っ

て
提

案
さ

れ
た

改
訂

PD
M

 に
基

づ
き

活
動

を
実

施
・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

て
い

く
。

 

 • 
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
後

、
20

19
 年

 7
 月

 1
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